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大管長会メッセージ

「くい 」 を強 め よ

大管長

エズラ ・タフト ・ベンソン

「く
い」という語 は象徴的な言葉です。大きなテン トを思い浮かべてみて くだ

さい。テントを支 える綱は 「くい」でしっか りと地上 に固定 されています。

予言者たちは末 日のシオンを地上 を覆 うひとつの大 きなテン ト，つまり天幕 にた

とえました。 この天幕は多 くの 「くい」に結 ばれた綱で支えられています。 もちろ

ん，これ らの 「くい」，つまりステーキ部 とは全世界 に広がる様々な地理上の組織

単位 を指 しています。現在，私たちイスラエルの民は各地のシオンのステーキ部 に

集合 しています。

皆 さんにステーキ部の目的を1まっきり理解 していただ くために，い くつかの聖句

を引用 してみたいと思います。

「また，シオンまたは組織せ.られたるシオンのステーキ部 内にて子供を有す る両

親あらば，その子供八才の時，悔改め，生 ける神の子キ リス トの信仰，バプテスマ

あんしゆ こうべ とどま

と按手による聖霊の賜 などの教義 を教えて理解せ しめざれば，罪その両親の頭 に留

お き て

るべし。およそシオン， またはその組織せ られたるステーキ部内に住める者の律法

ごと
はか くの如 し。」(教 義 と聖約68：25-26)

この聖句の中にステーキ部 の主要な目的のひとつを見 いだす ことがで きます。

「シオンの子供」を持 つ両親がイエス ・キ リス トの福音 を彼 らに教 え
，救いの儀式

を行 なえるようにステーキ部 は組織 され ました。その目的 は聖徒たちを全 き者 とす

ることにあ り， しかもそれ は，家庭で福音が効果的に教えられてこそ実現するもの

なのです。

ステーキ部の役割とは，会員

たちの一致を図って彼らを全

き者とし，義の 「はたじる し」

となり，悪の 「守り』となり，

将来吹き荒れる嵐の 『避所護

となることである。
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ステーキ部が組織 されたときにのみ，会員 に恩恵をも

たらすための教会の完全なプログラムが承認 されます。

つまり若い男性 と成人男性のための神権定員会，教会の

補助組織のプログラムが完全に行なわれるようになりま

す。 これらは，家族 と個人が福音に対する証 を得てそれ

を強め，地上における試 しの生涯の間，霊的な面で成長

する準備がで きるように用意されています。

別の啓示 の中では，主はこう言われ ました。「すなわ
ひろ

ちシオンはその美 と聖 とを増 し，その境域 は拡が りその
なんじ

ステーキ部は堅 うせ られざるべからず。われ誠に汝 らに
た

告 ぐ，シオ ンは起 ちてその美 しき衣を着 けざるべか らず

と。」(教 義 と聖約$2：14)

この中で主はステーキ部のもうひとつの大 きな目的に

ついて述べてお られます。それは，ひとつの美 しい 「し

るし」 として世のすべての人の目に映 るようにする， と

い うことです。「その美しき衣を着けざるべか らず」 と

は，自らを 「聖徒」 と呼ぶすべての会員が努力 して到達

すべ き内面的な清 さに言及 した ものであることは言 うま

で もあ りません。 シオ ンとは 「心 の清 き者」(教 義 と聖

約97：21)と いう意味です。

主がご自分の選 ばれた民 に期待 しておられる清さの標

準を会員たちが生活の中に取 り入れて実践するとき，シ

オンのステーキ部 は力を増 し，その領域を広げてい くの

です。

どの時代 の予言者 も 「シオンよ，……力 を着 よ」(イ

ザヤ52：1)と 語 って きました。予言者ジ ョセフ ・ス ミ

スはこの言葉 を次のように解説 しています。「〔これは〕
おい

神が末の世に於て呼びた もうべき者たちを指せ るなり。
おこ あがな

この者たちは，再びシオンを興 しイスラエルの蹟いをな
も

す神権の権能を有つ。また，力を着る とは神権の権威 を
まと

纏 う こ とに して ， こ は系 統 に よ りて 当 然 シ オ ンの 受 くべ

き もの な り。」(教 義 と聖 約113：8。 下 線 付 加)

主 が与 えて くだ さ っ た ほ か の啓 示 の 中 に も， ス テ ー キ

部 の目的 について次 のような説明があ ります。「誠 にわ
なんじ おの

れ汝 らすべてに告 ぐ，汝 ら起ちて己が光を輝かせ。 これ
くにたみ

汝 らの光 よろずの国民のはたじるしとならんため， シオ

ンの土地 とまたシオンのステーキ部 とに集合すること，
ぽうぎょ さけどころ

一つは防禦 のため とな り，また暴風雨 の避 所 とな り，

憤 りのありのままに全地に注がるる時に一つの避所 とも

ならんためな り。」(教 義 と聖約115：5-6)

この啓示の中で私たちは，すべての国民の 「はたじる

し」 となるために自らの光 を輝かすように命 じられてい

ます。 この 「はた じ るし(standard)」 とは 「標準」を

意味します。標準 とは正確 さや完全さを見極めるための

尺度であると言えます。聖徒たちは世の人々が仰 ぐ清さ

の標準 となるように期待 されています。それがシオンの

美しさなのです。

次いで主は， シオ ンのステーキ部は 「一つは防禦のた

め となり，また暴風雨の避所 とな り，憤 りのあ りのまま

に全地 に注が るる時に一つの避所」 となることを示され

ました。ステーキ部は聖徒たちにとって目に見 える敵 と

目に見 えない敵か らの防御 とな ります。 この防御，つま

り守 りとは，神権系統 を通 じて与えられる指示 を指 し，

それは証を強め，家族 の結束 を促 し，個人が一層正 しい

生活 を送れるように励 ましを与えるものなのです。

主 は教義 と聖約に収 められた啓示の 「はしが き」め中
すみやか

で ， 次 の よ う に警 告 し て お られ ま す 。 「そ の 日 〔は〕 速
しか

に来 る……。而 して地より平和の取 り去 られ，悪魔 自ら

の領土を支配する時はなおいまだしといえども今や近 き

にあ り。」(教 義 と聖約1：35)

この啓示が与 えられてか ら160年 を経た今 日， この予
ま

言の成就 を私たちは目の当た りに見ています。サタンは

ますます燃え盛 る怒 りに任せて 「自らの領土」であるこ

の地球上で力を振 るっています。かつてこれほどサタン

が大 きな力を持 っていた時代はほかにあ りませんで した。

聖霊を自らの導き手 とし，神権指導者の勧告 に従 う人々
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福音のメッセージを人々に伝える機会を

見付けなければなりません。

教会の発展は会員伝道活動に

かかっています。

だけが，悪の力が引 き起 こしたこの荒廃か ら救われるで

しょう。

主はこの 「はしが き」 となる啓示の中で，さらに次の

ようにも言われました。「主 もまたその聖徒 らを支配 し，
まんなか

そ の真 中 に あ りて これ を 統 治 せ ん 。」(教 義 と聖 約1：36)
しもべ

主は， ご自分の油注がれた僕やステーキ部，ワー ド部の

指導者 を通じてそのようにされ るのです。

モルモン経の予言者二一ファイは，世界各地のステー

キ部に聖徒たちが集う日を予見 しました。聖徒たちの存

在 を脅かす滅亡の嵐が吹 き荒れ るとき主が彼 らを守 りた

もう時代 を，二一ファイは見たのです。彼はこう予言 し
ち か ら

ています。「私二一 ファイは，神 の子羊 の能力が子羊の

教会の聖徒 らと，主の誓約を受 けて世界の各所 にちりぢ

りとなった民の上 とに下 り， これ らの人々が義 と大 きな
もつ

栄光にかがや く神 の能力 とを以て武装 したのが見えた。」

(1二 一ファイ14：14)

末 日には様々な危険，災い， そして迫害のあることが

啓示されています。 しか し，聖徒たちは正義 によって救

われるでしょう。モルモ ン経の中にある主の約束は確実

です。「神 はその能力で必ず義人 たちを守 りた もう。」

(1二 一ファイ22：17)

以上の啓示から，ステーキ部 には少なくとも4つ の目

的のあることが理解できます。

1.そ れぞれのステーキ部は，3人 の大祭司が高等評

議員 と呼ばれる12人 の男性の助 けを受けて管理し，特定

の地域 に住む聖徒たちにとって，教会組織のひな形 とな

ります。その目的は，ステーキ部の境界内に住む会員た

ちに教会のプログラムを提供 し，様々な儀式 を執 り行 な

い，福音を教 えることによって，会員たちの一致を図 り，

彼 らを全 き者 とすることにあ ります。

2.ス テーキ部の会員たちは，正義の模範，「はたじる

し」，標準 とならなければなりません。

3.ス テーキ部 は 「守 り」 とならなければなりません。

ステーキ部の会員たちが地元の神権役員の下にひとつ と

な り，各 自が献身的に自らの義務 を果たし，誓約 を守る

ことによって，それは実現 され ます。 またこれ らの誓約

を守 るならば，過ちや邪悪，不幸から守 られるでしょう。

教会はステーキ部 に神殿 を建てます。神殿 の祝福 と儀

式 を受けることによって昇栄に備 えることがで きるか ら

です。 もちろん，ステーキ部ごとにひとつの神殿 を建て

ることはできません。 しかし私たちは現在， きわめて顕

著 な， というよ り，奇跡的な勢いで，世界 の各地 に神殿

を建設 しています。 こうしたプログラムを通 じて教会員

は主の完全な祝福 を受 けられるようにな ります。

4.ス テーキ部は全地に嵐が吹 き荒れるときの 「避所」

です。

これら4つ の目的を念頭に置いて，ステーキ部内に住

む教会員の責任 について考えてみましょう。

1.私 たちは人々の前にイエス ・キ リス トの福音の光

となる必要があ ります。救い主は次のように命 じられ ま

した。「汝 らはいかなる人物 にてあるべ きか。 まことに

汝 らはわれ と同じ人物ならざるべか らず。」(皿 二一ファ

イ27：27)

2.福 音 のメッセージを人々に伝 える機会 を見付 けな

ければな りません。教会 の発展は会員伝道活動にかかっ

ています。 しかも，会員伝道活動は教会員一人一人の成
かぎ

長を促す大 きな鍵のひ とつなのです。

3.私 たちはで きることをすべて行 なって，自分 の息

子や孫息子が伝道に出る準備がで きるようにすべ きです。

どの男の子にも伝道のための預金口座 を持たせてくださ

い0

4.家 庭を愛 と和合一致のある 「避所」にして くださ
ささ

い。父親の指示の下 に， どの家族 も祈 りを捧げ，福音 を

学び，家庭の夕べ を開 くようにして ください。

5.神 殿の祝福 と儀式を受けるように努 めなければな

りません。 これは，正直，誠実，純潔などの主の戒 めを

聖徒 の道/[991年8月 号

5



それぞれのステーキ部は，3人 の大祭周が

高等評議翼と呼ばれる12人の男性の助けを受けて管理し，

特定の地域に住む聖徒たちにとって，

教会組織のひな形となります。

守 り，主が召された神権指導者を支持 している， という

ことを意味 します。男性会員 はメルキゼデク神権に聖任

されるにふさわ しい状態にある， という意味で もありま

す。

6.私 たちには，亡 くなった親族 のために神殿 の儀式

を行なう義務があ ります。それは同時に，神殿 に名前 を

提出す るために必要な探究 を行なうということで もあ り

ます。先祖 と永遠 にわたって結び固められなければ，昇

栄を得 ることはできません。

7.家 族 として自立で きるように努 めなければな りま

せん。1936年 以来，教会員 は，食糧，衣料，可能であれ

ば燃料 も1年 分 を蓄えるように勧告 されてきました。こ

うすることによって，仕事 を失った とき，収入が途絶 え

たとき，災いに遭 ったときでさえ，啓示に述べ られてい

るとお りそれ らを乗 り切 ることができるのです。

8.神 権者は，組織 されたホームティーチ ングを通 し

て，定員会会員 とその家族を見守 り，心を配る必要があ

ります。私たちは，教会活動に十分に参加 していない担

当先の教会員一人一人に対 して，関心を持たなければな

りません。

9.教 会 のプログラムや活動 に参加 しなければな りま

せん。安息 日を聖日とじて守 り，集会に出席 し，与 えら

れた召しを受 け入れ，その召 しを全力を尽 くして遂行 し

て ください。みずか ら進んで奉仕するなら，大 きな喜び

が得 られることを約束 します。

10.成 人会員は全員，什分の一 を完全 に納め，断食献

金 を惜 しみな く捧げるようにして ください。

私 は皆さんに証 します。 この業は主のみ業であ り， こ

の世で最 も価値 あるみ業です。神の祝福があって，私た

ちが忠誠を貫 き， この偉大なみ業を雄々しく証できるよ

うに願 ってます。

最後にモルモン経のあの偉大 な予言者モロナイの勧告

を引用 しておきたいと思います。

「シオ ンの娘 よ，汝 は再び散 り乱れない よう， また永

遠の御父がイスラエルの家に立てたもうた誓約が果 され

るよう，その美しい衣 を着，そのくいを強 くし， また と
さかい

こ し え に そ の界 を広 くせ よ。」(モ ロ ナ イ10：31)□

(教会 の ス テー キ部 の ため に， エ ズ ラ ・タ フ ト・ベ ン ソ ン大

管 長が 語 った説 教 よ り)

ホ ー ム テ ィー チ ャー へ の 提 案

1.主 は次の4つ のお もな目的のためにステーキ部 を組

織された。

①ステーキ部内に住む会員たちの一致 を図 り，彼 ら

を全 き者 とする。

②正義 の模範 となる。

③会員のための 「守 り」 となる。

④地上 に嵐が吹 き荒れるときの 「避所」 となる。

2.ス テーキ部内に住 む会員たちには次のような責任が

ある。

①福音の光 とな り，人々に福音 を伝 え，息子や孫息

子たちに将来伝道 に出る備 えをさせる。

②家庭 を愛 と和合一致のある 「避所」 とする。

③ 自分 自身 と亡 くなった親族のために神殿 の儀式を

受 け，神殿 の祝福 を求める。

④ 自立する。

⑤教会のプログラムや活動 に参加する。

⑥什分の一 を完全に納 め，断食献金 を惜 しみな く捧

げる。
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真 の 「司祭 職 」

ア ン ・レ ム リ ン ・ル イ ス

神
権 の 回復 に つ い て 読 ん だ と き， フ ァ ン ・シエ は ，

ド

もっ と知 る必要が ある， と思いました。「以前い

た教会の司祭職 を解かれて以来初めて， もう一度神権 を

受けられるか もしれない， と思いました。」シエ兄弟 は

そう語 ります。

カ トリックの司祭 を18年 間も務め

た後，シエ兄弟 は 「霊 的なむ な し

さ」を覚 えてその職 を去 りました。

ところが今や，回復 された福音を学

び，神の本当の神権 をまさに見いだ

そうとしていたのです。

ファン ・シエ兄弟は，1922年8月
タ　イエ

23日 ，中国の大冶 という人里離れた

農村に生まれ ました。正規の教育 を

受け始めたのはやっと10歳 になって

からのことでした。私立の学校で4

年間学んだ後，カ トリックの学校 に

籍 を置き，イエス ・キリス トについ

て学び始めました。 こうしてカ トリ

ック教徒 として洗礼 を受けました。

「私は，善良なカ トリックの宣教師

の模範をた くさん見て，おそらく中

国には，イエス ・キリス トについて

た 。 そ こで は， イ タ リア 語 ， ラ テ ン語 ， 法 学 を4年 間 学

び ま した 。 次 に ， フ ラ ン ス の パ リに移 り， この 地 で ， 聖

書 の原 文 と様 々 な 翻 訳 を よ り正 確 に理 解 す るた め に ， フ

ラ ン ス 語 ， ギ リ シ ャ語 ， ヘ ブ ラ イ語 ， 英 語 ， ス ペ イ ン語 ，

ドイ ツ 語 を学 び ま した 。 救 世 主 に つ い て 可 能 な 限 り学 び

た い と望 み ま した 。

1967年 ， つ い に イ エ ス ・キ リス ト

教えるカ トリックの宣教師がもっと必要ではないか と考

えたのです。そして，司祭になろうと決心 しました」 と

シエ兄弟 は語 ります。

シエ兄弟のその決心を実現する道の りは長 く困難なも
ウハハン

ので した。 まず，武漢にあるカ トリックの神学校に4年
ペ キ ン

間通い，次いで首都北京にあるカ トリックの大学で学び

ました。1年 後 には共産軍 が北京 を掌握 し，シエ兄弟
シヤンハイ

は上 海 に避 難 して ， そ の地 で オ ー ロ ラ ・ジ ェズ イ ッ ト大
ホン

学に通いました。共産軍が上海に侵入すると，今度 は香
コン

港のカ トリック神学校へ移籍 しました。次 に，政治的な

理由によって神学校 はマカオに移 され，マカオで シエ兄

弟は，カ トリック教会の司祭 として叙任 されたのです。

叙任後，イタリアのローマに赴任することになりまし

について人々 に教えるというシエ兄

弟の年来 の望みが実現 しました。台
タイペイ フヒ ジエン

湾の首都台北 にある輔 仁カ トリッ

ク大学の学長，ユー ・ピン枢機卿か

ら，哲学およびフランス語の教授 と

して招かれ ました。 この仕事の中で，

シエ兄弟は，次第に強 くなっていた
の

イエス ・キリス トに対する証 を宣べ

伝え始 めました。
「18年間，私は教壇 に立ち， また

司祭 としての務 めを果た しました」

とシエ兄弟は語 ります。「多忙で し

たが，幸福ではあ りませんでした。

ヨーロッパで勉強 し，教師，学生，

大学教授，従軍牧師や神学校 の校長

と，実に変化に富んだ生活 を送 りま

したが，心は満たされなかったのです。」

カ トリック教会には，シエ兄弟にとって窮屈な規則や

慣習 もありました。た とえばある種の本は読む ことを禁

じられていました。でもシエ兄弟は，で きるだけ多 くの

本を読 んで視野を広 げたかったのです。叙任 された司祭

として悩 んだもうひとつの問題 は，次 の主のみ言葉でし

た。「人がひ とりでいるのは良 くない。」(創 世2：18)

「私は病魔 に襲われ，世話 をして くれる人がそばにだ

れ もいなかった とき，特にこの聖句が現実昧を帯びて感

じられました。 とても寂 しく思いました。共に人生を歩

む伴侶 の必要性を痛感 したのです。永遠に独身でいるこ

とは正し くない と，そのとき思いました。」

こうした感情が時 と共に大き くなっていきました。っ
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通 りは狭 く， 路地 よ り もわず

か に幅 が あ るだ けです が， 世界 中か ら

や っ て来 た人 の群 れ であ ふれ て い ます 。

半 ズ ボ ンを は き， サ ング ラス をか けた

旅行 客 ，様 々 な宗 派 の法服 を身 に ま と

った人 々， 機 関銃 を抱 えた若 い兵 士，

丸 い帽 子 をか ぶ った ユダ ヤ人 の男性 や

少 年， ゆるや か な ローブ と羊飼 いのか

ぶ りもの を身 に着 けたア ラ ブ人 ， この

よ うな人 た ち とは対 照 的 に ビジ ネス ス

ー ツ を着込 ん だ人 もい ます
。小 さな子

供 た ちが人 込 み の中 を矢 の よ うに走 り

抜 けてい きます。

ス ー ク(「市場 」の意)を 進 んで い くと，

安 価 な品物 を売 る声が 至 る所 か ら聞 こ

えて きます。 そ の品物 の種 類 の多 さに

は圧倒 され ます。店 主 た ち は， 自分 の

店 の前 の通 りに まで商 品 を並 べ て宣伝

して い ます。 か ごの 中 は くるみや 果物 ，

野 菜 で いっ ぱい です。 し しゅ う入 りの

長 い ドレスが頭 上 にぶ ら下 が っ てい ま

す 。棚 の上 に は， オ リー ブ の木 を彫 っ

て作 っ た宗 教 的 な像 が 数多 く並べ られ

てい ます。 真 ち ゅ う製 の料 理 用品 ，銅

製 や銀 製 の皿 ，光 沢 の ある アル メニ ア

製 の 陶器， ペ ル シア製 の水 差 しが何 列

も並 べ られて い ます。 また， 金 や銀 の

装 飾 品，羊 の皮， 革 の コー ト，異 国情

緒 豊 か な光 沢 の美 しい じ ゅうた んな ど

が ど こまで も途 切 れ る こ とな く並 ん で

い ます。

フ ァラ フ ェル(香 辛 料 とす りつ ぶ し

た野 菜 を混 ぜ て揚 げ た もの)を 作 っ て

い る人 が い ます。 シ シ カバ ブ(中 近 東

の羊 肉料理)を 焼 い てい る人 もい ます 。

焼 きた てのパ ンの香 りが不 思 議 な香辛

料 の香 りと混 じ り合 い ます。 ドアの前

に立 っ た商 人 が私 たち に中 に入 る よ う

に と招 いて い ます。様 々 な国 の音 楽が

ラ ジオか ら流 れ て き ます 。

私 は，妻 のメ ア リー と共 に， キ リス

ト教徒 ， ユ ダヤ教 徒， イ ス ラム教 徒 に

とって大切 な宗教 関係 の商 品 を売 って

い る店 に立 ち寄 りま した。 あれ これ と

手 に取 って眺 め てい る と，小柄 で ほっ

そ りしたア ラブ人 の店 主 が， そ の意味

と使 い方 をい くつか説 明 して くれ ま し

た。 それ か ら彼 は コー ラ ンにつ いて も

話 して くれ ました。

私 た ち は何 を買 うか を決 め， 当然，

値 引 交渉 を始 め ました。 しか るべ き値

段 に落 ち着 いた こ とを望 み つつ， その

店 の主人 に真 新 しい紙 幣 を渡 しま した。

彼 は紙 幣 を数 え，驚 いた ことに1枚

を返 して き ました。 「も らい す ぎです」

と彼 は説 明 しま した。新 しい紙幣 が張

り付 い てい たた め，紙 幣 をた くさん渡

しす ぎてい たの です 。

「あ りが とう
。 あ な た の正 直 さに感

謝 し ます」 と妻 が言 い ま した。

「い え
， 私 は あ な た に対 して正 直 な

わ けで は あ りませ ん」 とそ の男性 は答

え ま した。 「私 は， 自分 と 自分 の家 族

に正 直 で あ りたい と思 って い るので す。

不 正 直 な手段 で 得 たお金 で 自分 の家族

の食 料 を買 い た くない だ けです よ。」

私 た ち は， 人 で に ぎわ う騒 々 しい通

りに戻 りなが ら，値 引交 渉 で得 た以上

の もの を得 た ことに気付 き ました。真

新 しい紙 幣1枚 の ため に 自分 の徳 を売

るよ うな こ とを しなか った ア ラブ の友

人 の思 い出 を心 に残 す こ とがで きたの

で す。 □
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祝福師の

祝福 に添 って

人生 を計画す る

七 十人

リチ ャー ド ・P・ リンゼ ー

、 、

私
は幼 い ころに父 を肺 炎 で亡 くし

ま した。 そ の 数 日後 ， 当 時14

歳 だっ た兄 も別 の病 で亡 くな りま した。

1930年 代初 頭， 国 中 に大 恐慌 の嵐 が吹

き荒 れ てい る さなか の こ とで した。 失

業者 が増加 し， 思 うよ うな収入 も得 ら

れ ない時代 で した。看護 婦 だ った母 は，

その ような時代 にあ って も苦労 して私

た ち5人 の子供 を養 って くれ ました。

子供 の私た ち に とって も生 活 は楽 で は

な く， これ か ら どうな って し まうの だ

ろ うと思 った こ ともよ くあ りました。

しか し， その ような苦 しい 時期 にあ

って， きの うの こ との よ うに思 い出 さ

れ るひ とつ の出来 事 が あ りま した。 そ

の出来事 によ って私 は， 勇気 と希 望 を

持 って 自分 の将来 を考 え られ るよ うに

なった ので す。

父が亡 くな って1年 ほ ど過 ぎた こ ろ，

父 のい とこに あた るイ ズ リー ル ・ベ ニ

オ ン兄弟 が我 が家 を訪 れ ま した。 それ

しんぽく

は親 睦 の ため で はな く， ステ ーキ部 祝

福 師 としての訪 問 で した。 私 たち は体

を ごし ご し洗 い， よそ行 きの服 を着 て ，

その威 厳 の ある男性 が私 たち の頭 に手

を置 いて， 祝福 師 の祝福 を授 けて くれ

る順 番 が来 るの を待 ち ま した。

当時 私 は まだ7歳 で ， 自分 に な され

てい る こ との大 切 さを十分 に理 解 で き

る年齢 で は あ りませ んで した。(教 会

で は現 在 ，祝福 師 の祝福 を受 け るの は，

それ を理解 で きる年齢 に達 す る まで待

つ よ うに勧 め られ て い ます)し か し，

その とき私 は，断 食証 会 で感 じる気 持
けいけん

ち に も似 た とて も敬度 な気 持 ち にな り

ました。祝 福 は簡 潔 な もので したが，

生 涯 を通 じて進 むべ き道 を決 め る際 の

導 き とな るで あ ろう， とい う彼 の言葉

が心 に残 りま した。

幼 い なが らも私 は， ベ ニオ ン兄 弟 か

ら授 か った祝福 の言葉 に強 い印象 を受

けま した。ベ ニ オ ン兄 弟 は私 が成 長 す

祝福師の祝福は

生涯を通じて

導きを与えて

くれます。
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と

わ

イ

こ

賜

「

る

を

駄
麟

も

日

全

し

な

，

　

，
が

，
く

る

か

，
す

を

し

こ

は

主

と

て

け

ず

が

ま

文

ま

た

の

，
こ

け

開

わ

ん

れ

福

き

れ

た

り

る

助

が

，

せ

く

祝

て

薄

れ

あ

れ

が

目

。

は

ま

て

て

え

が

く

で

ら

主

の

た

福

ぎ

え

つ

考

動

　

の

と

心

す

て

た

に

主

う

も

愛

し

し

来

士

つ

わ

を

ど

行

い

と

さ

け

で

う

つ

を

福

ま

将

判

持

言

心

字

の

し

こ

福

受

’

び

で

そ

そ

度

の

と

ま

そ

る

な

本

ふ

そ

つ

ま

ま

束

雑

態

繋

枷
耀

醜

驚

籍

謬

蒲

れ
み
が
は
７
士
す
は
ら
督
が
れ
た
に
努
さ
た

る

る

え

の

私

て

て

供

お

り

解

し

祝

す

与

た

く

感

。
「

理

十

を

ま

つ

な

し

は

い

私

た

知

Ｑ

せ

子

て

限

理

で

の

に

を

わ

深

る

ん

て

麗
欝
雛
灘
懸
灘
灘
囎灘
難
灘
醐

ヵ

た

ま

，

，

１

歳

」

ぎ

，
れ

に

，

に

。
従

め

れ

約

　

工

子

こ

私

私

私

だ

よ

２６

読

こ

読

た

と

判

遠

に

い

監

た

そ

し

準

う

召

け

た

の

深

ろ

用

が

し

ら

ま

標

よ

に

受

し

ル

は

こ

に

分

で

な

い

い

る

職

が

で

エ

に

る

の

自

ん

る

思

高

す

の

私

ん

ラ

る

な

す

。

せ

来

と

で

を

督

は

せ

ス

す

に

わ

た

ま

が

う

実

活

監

手

ま

イ

解

代

表

し

き

日

よ

誠

生

は

相

り

，
し

職

り

も

う

活

私

清

局

し

も

，

は

。

が

と

　

従

た

テ

響

し

に

し

町

影

と

軍

ま

の

の

供

海

き

者

世

子

国

行

拓

，
の

衆

て

開

は

格

合

え

な

私

性

，
携

か

た

な

中

を

静

つ

気

戦

文

の

育

内

．大

福

州

で

て

界

祝

タ

ル

れ

世

も

ユ

ビ

ら

次

際

で

ズ

守

二

た

ま

一
ら

第

し

れ

ラ

か

軍

そ

一
力



メて

し

つ

増

な

に

□

と

々

．、
。

源

徐

う

の

が

よ

力

仰

し

な

信

で

き

の

と

大

へ

こ

が

父

く

福

天

い

祝

た

て

の

ち

れ

師

満

ら

福

に

え

祝

愛

加

代

ら

、
，

時

さ

き

き

に

と

多

険

る

し

危

す

試

を

面

の

仰

直

、

こ

信

に

。
が

力

う

ん

圧

よ

さ

や

し

皆

惑

で

，
誘

す

て

な

わ

つ

う

表

あ

よ

を

に

す

福祝ういと」福祝の而自福祝「

を

ら

か

福

ば

る

祝

す

あ

の

で

が

師

切

安

福

大

不

祝

ど

な

。

ほ

う

ん

れ

よ

せ

ど

の

ま

が

次

・
り

分

り

あ

自

は

は

て

や

で

見

も

の

ら

で

る

か

れ

け

目

そ

受

の

。

に

主

す

り

ま

か

窮

り

ば

あ

な

め

で

に

た

福

会

の

祝

機

来

が

る

将

体

知

は

自

に

福

と

か

祝

こ

じ

準な分十はたま魁喝窟し達に齢年な分十にるけ受を福祝の師福

の

る

を

鵡

覗

駕
糠 眺なが信確瓜喝ひ聴瀞

あに齢年な分掛

魏

分

眺

．”

誌

糺

嚇

て

功

轍
畿

勃

勃

π

鳳

囎

跡

で

る

π

やラ

コ

し

噛
活

欝

磯
謙

囁
あ

測

灘
犠

部

の

う

で

な

福

い

の

う

祝

と

な

よ

た

る

部

う

れ

か

一

思

さ

授

の

と

束

を

な

い

約

孫

ず

い

に

子

き

も

親

る

い

て

両

な

し

え

が

義

ら

伝

身

が

ば

に

自

親

す

た

ん

両

の

な

さ

そ

あ

皆

ば

が

，

，

え

身

ば

と

と

自

ら

つ

た

ん

な

き

。

さ

る

。
う

皆

ラ

ラ

し

し

ょ

，

て

さ

し

ら

け

だ

で

た

受

く

く

し

を

て

付

と

福

み

気

た

祝

て

に

い

の

ね

と

て

師

尋

こ

れ

福

，
る

ら

祝

か

あ

え

が

い

で

与

親

な

つ

を

どは合場いないてつ思くしま好をとフ
」く行に会教や合場いなで員会教が親両

　か〉つよしでいよらた

ら得を案提ていつに法方る得を解理の

・

親眺さだくてみてし談相に市

親

と

乳

両

が

と

束

。

ａ

し

る

分

ひ

約

す

う

鵡せまえ思はとる物蔀机謎吻翻鄭徹蹴葡

岬

％
翫

糊

ほ

姻

督

で
自

生

は

大

い

ち

る

し

た

け

正

私

受

。

，

を

い

し

福

さ

か

祝

だ

し

の

く

而
甲

む
　

て

い

福

つ

さ

祝

な

だ

。

く

く

〉し

監

・る

生

も

を

れ

をろこワ
」みのぞたま瓜い

。

な

し

て

さ

す

ま

わ

し

だ

で

で

さ

話

く

の

の

ふ

に

て

な

る

，
督

め

と

れ

ら

監

留

こ

さ

脈
隣

蝶

の

ば

と

を

こ
欝

ヲ
し

肋
双
厳
卿
榊

鵜

錨

勤

活

皆

切

翫あで安不か〉つどかるれらけ受隠潟力

な

臥

分自

い

，

き

人

何

て

□

し

て

と

↓

の

え

。

正

し

る

ん

か

備

う

。

通

け

さ

ほ

が

よ

す

を

受

皆

は

主

し

ま

活

を

は

れ

に

で

れ

生

鮎
餐

と

そ

ん

る

ら

の
脚
聖

福

。
さ

な

お

で

，
祝

い

皆

と

て

ま

き

の

さ

る

け

し

れ

と

師

だ

守

助

示

こ

た

福

く

を

る

に

は

け

祝

て

め

す

で

ん

受

。

め

戒

解

す

さ

を

す

留

，

理

を

皆

マ

ま

に

と

て

ろ

。

ス

い

心

性

し

こ

す

テ

て

，
能

通

こ

で

プ

し

を

可

を

み

れ

バ

を

と

き

霊

の

ぞ

。

意

こ

べ

聖

分

が

た

決

る

く

，

自

ど

し

の

あ

驚

て

こ

な

ま

そ

で

た

い

る

さ

き

に

れ

れ

つ

す

実

て

で

わ

ら

に

対

誠

れ

す

表

め

福

に

，

ら

，

の

秘

祝

ん

み

え

に

愛

に

い

さ

れ

教

き

の

分

し

皆

励
憐

を

と

主

自

ら

は

，

と

た

る

，

ば

主

順

こ

け

す

て

す

，

従

の

受

対

し

る

は

，

ら

を

に

増

れ

実

活

れ

権

人

も

ら

生

こ

神

一

に

お

号羽咋旧

刀

／道の徒聖

り

し

は

，

に

し

る

束

も

と

々

で

い

う

か

し

約

で

る

荒

こ

交

よ

し

道

の

場

き

が

そ

び

の

。

は

中

戦

で

私

。
飛

日

た

福

の

，
仕

な

す

が

毎

し

祝

そ

ち

奉

篇
麟
畿
撫
難
贈
鎌
饗
灘
欝
認
鷺
騨
齢

凝
欝
篇
謙
㈲
驚

鄭
蕪

蒲
勘
讐
融
覇
聡
鮒

し

飛

す

道

い

再

役

，
え

が

ツ

伝

よ

」

つ

る

て

が

れ

つ

祝

喜

。

伴

わ

子

ま

に
以
漬

不

て

も

て

て

ら

望

ロ

ベ

に

者

持

め

し

私

く

思

の

る

す

の

味

を

ち

活

購
冒

の

し

で

し

つ

長

希

　

宣

葉

る

を

留

還

，

て

と

師

れ

で

れ

を

み

福

文

を

り

，
か

と

に

ら

た

に

た

そ

る

と

の

く

福

鱒
向

あ

を

道

た

う

な

つ

孫

い

と

す

び

る

強

祝

め
用

で

と

伝

め

よ

ば

か

子

て

供

入

喜

い

。
始

る

れ

授

い

れ

子

参

に

て

力

う

の

の

こ

，

い

主

２

る

た

し

て

け

が

し

さ

の

に

さ

し

。
も

と

「

４

あ

し

探

保

な

私

ら

及

人

殿

ま

だ

　

育

生

を

分

慢

こ

と

よ

き

う

ヨ

を

言

て

威

に

帰

も

け

い

福

ま

ら

ぞ

び

し

す

私

あ

て

い

神

自

自

こ

べ

に

生

い

音

の
も
有

権

心

ら

き

助

な

祝

恵

か

れ

喜

楽

で

響

蕪

織

騰

謙撫

霧

碗
諺

搬

諜

Ｑ
踊
難

諦
齢
胴

灘
蕪
難

。
大

は

，

す

歩

の

私

の

導

福

つ

も

が

す

偉

ン

く

で

進

私

も

を

祝

添

て

ゴ
Ｚ
⊃
Σ
一⊃
⊃
一く
＝，
卜
』
｝工
Ｌ
く
＝
⊃
⊃
一⊃
＝
工





答応疑質

的目の生人の性の女身独

動

し

，

見

満

勢

自

正

も

を

，
大

，
も

ら

値

れ

は

が

え

が

価

疲

性

と

考

な

の

や

女

こ

う

ち

分

独

る

る

い

持

自

孤

い

い

と

を

，

，
て

の

す

供

れ

ず

じ

供

ら

子

さ

き

感

子

た

。

め

で

を

や

も

、
ん

の

が

い

と

を

せ

ち

と

思

こ

せ

ま

打

こ

ぬ

む

日

生

分

な

考

な

普

す

々

続

い

て

か

機

に

に

最

あ

仕

験

こ

ち

末

人

自

い

り

念

と

ま

人

ち

の

の

，

，

て

か

残

る

き

の

持

力

怠

，
心

要

の

れ

状

陥

に

尊

必

分

ら

た

に

中

自

か

自

け

つ
醐
欄

の

，

と

も

受

い
楓
憐

ち

り

る

つ

見

う

己

た

な

い

い

が

こ

自

性

に

て

，

人

。
な

女

的

れ

じ

る

す

度

の

極

か

感

い

で

過

徒

消

欺

と

て

と

，

聖

に

は

い

え

こ

通

む

る

幸

り

に

す

れ

す

身

し

い

れ

ば

は

な

い

か

を

努

を

ば

多

が

身

つ

こ

き

ゆ

を

が

い

い

に

あ

生

だ

さ

ま

独

胆

失

さ

と

の

に

て

ほ

り

て

力

え

り

り

独

と

る

働

ら

び

も

て

持

の

分

苦

。

て

的

く

人

い

た

い

落

を

と

こ

る

態

つ

わ

つ

努

従

よ

憤

に

す

に

あ

喜

れ

つ

が

も

自

な

す

し

何

ま

は

き

値

て

価

れ

は

ら

い

え

る

教

あ

と

的

る

目

あ

る

で

け

と

お

こ

に

る

生

な

人

に

の

親

私

母

る

や

あ

．

妻

で

は

性

的

女

目

身

の

独

大

ら

最

な

の

実

生

真

人

が

。

て

れ

か

麓

め
潔

に

し

し

の

で

性

も

で

誌

の

女

。

の

本

も

た

な

る

す言宣に式公を義教の会

．

教窮あでのもたれ｝りえ与てしと助一の決

。

解

ん

題

せ

問

ま

ま

り

む

交

と

の

き

で

う

う

分

と

め

，

や

だ

持

人

る

，
的

ま

，

に

そ

聞

福

い

よ

自

う

た

て

と

の

を

の

い

ら

神

ち

ず

性

し

に

幸

と

し

は

よ

の

し

こ

中

か

か

て

な

精

立

か

女

か

と

り

る

で

の

し

人

そ

な

の

何

ほ

つ

う

，

役

築

身

し

こ

よ

い

う

い

達

で

。
益

世

い

も

持

合

平

に

を

独

。

う

ち

て

ま

し

到

心

す

有

の

な

ち

か

ち

不

い

壁

，
す

言

た

れ

し

ま

に

の

で

の

こ

い

た

何

か

や

大

に

は

で

の

私

ま

て

望

態

私

と

く

。

て

私

を

分

題

に

間

の

と

ン

が

恵

し

て

状

無

こ

多

す

つ

に

の

を

問

の

の

る

こ

タ

人

に

長

つ

の

，

る

ら

で

持

対

も

ら

る

る

と

け

る

サ

の

会

増

と

高

り

す

か

と

の

反

い

れ

い

す

。
な

ぞ

て

服

つ

ほ

の

易

性

の

で

奉

経

る

た

す

い

。
え

克

，
く

容

女

て

と

，

る

得

私

ま

て

す

抱

を

つ

で

の

痛

む

む

ヲ

す

よ

し

り

し

す

え

の

ろ

わ

い

ち

も

の

人

永

は

天

す

ば

い

，
人

が

し

で

に

正

あ

と

で

考

父

こ

変

な

た

か

来

の

て

た

，
対

れ

違

に

い

え

を

供

況

や

も

供

の

，
天

こ

が

は

私

る

本

て

見

ま

て

に

す

い

ら

な

考

婚

子

状

順

で

子

も

度

，
み

値

と

は

わ

の

べ

ら

。

か

し

値

と

思

さ

い

う

結

の

る

従

の

の

だ

態

も

の

の

こ

さ

変

ち

す

か

ん

る

に

価

た

な
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家庭訪問メッセージ

愛 無私の奉仕

「愛 はい つ まで も消 え失 せ る こ と

が ない。」(モ ロナ イ7：46)

もしか す る と私 たち は この聖句 の意

味 や ， この聖 句 が どの よ うに生活 の 中

に生 かせ るのか を， 十分 には理解 して

い ない のか もしれ ませ ん。 とはい え，

奉 仕 の 中で体 験 す る喜 び を通 して， こ

の聖 句 が真実 で あ る とい う証 を得 る こ

とがで きます。

キリストの純粋な愛

愛 は，姉 妹 た ちの生 活 を貫 く基本 原

則 で す。 どの ような地 域， どの よ うな

境 遇 の中 に置 かれ て いて もこれ は変 わ

りませ ん。不都 合 な ときで も報 い を求

めず に奉 仕が で きるの は，姉 妹 たち の

中 に愛が あ るか らで す。

「こ の愛 は キ リス トの純 粋 な愛 で

あ」 る と， モ ロナ イ は教 えて い ます。

(モ ロナイ7：47)私 た ち は この種 の愛

を示す機 会 に 日々恵 まれ てい ます。

た とえば， ジ ュ リア ・マ ビ ンベ ラ姉

妹 は南 ア フ リカ， ヨハ ネ スバ ー グ近 郊

の町， ソウ ェ トで地 域 社会 に奉 仕 しな

が ら， この愛 を実践 して い ます。彼 女

は文字 が読 めな い人々 の数 を減 らし，

様 々 な社会 問題 を取 り除 くため に働 い

缶 て い るのです 。政 府 や地域 社 会 の指 導
達
E者 と協力 して働 く傍 ら， 子供 た ち と一
エ

茎 緒 に園芸 も始 め ました。 この子供 たち雲

墜 の両親の多 くは政情の混乱のために仕
エ

田 事に就けずにいます。子供たちは園芸
ト

圏 技術 を両親 に伝 え， こ うして大 勢 の家
巴

琶 族が家庭菜園を始めるようになりまし
の

垂 た。 これ を見 てい た近 隣 の人 々 も同様

齢麓
俄郷lr㌔

議 懸

繍蟹.

に家庭 菜 園 を始 め るよ うに なっ たの で

す。 マ ビ ンベ ラ姉 妹 は， この世 の苦難

を軽 くして い るだ けで はな く， 同 じ地

域 社会 に住 む多 くの人 々 の社 会 的，精

神 的 な必 要 も満 た して るの です。

キ リス トが 示 され た と同 じよ うな方

法 で奉 仕 したい とい う気 持 ち を起 こ さ

せ る この 種 の愛 は， どの よ うに して育

て る こ とが で き るで しょうか。

ごく普通の方法で愛を示す

奉仕 の機 会 は， 大抵 の場 合 ，見 た 目

に は ご く普 通 の方 法 で訪 れ ます。世 界

中 の女性 が無 私 の精神 を もって訪 問教

師 として働 いて い ます。彼 女 た ちが担

当先 の女性 を愛 し，励 ま し， 歓待 し，

教 え，強 め る とき， 主 のみ手 に使 わ れ

る器 とな って働 い てい るの です 。多 く

の場 合 ，彼女 たち はか な りの個 人 的な

犠牲 を払 って そ う して い ます。

母 親 は自分 の子供 たち を愛 し，教 え，

しつ け るた めに，毎 日，絶 え間 な く働

いて い ます。 ほか の人 の子 供 を レ ッス

ンや活 動 を通 して教 え，訓 練 す るた め

に姉妹 たちが 召 され る こ と もた びた び

あ ります 。

キ リス トの純粋 な愛 を心 の中 に持 っ

た女 性 は，落 胆 した り元 気 を な ぐして

い る人 々 の声 に耳 を傾 け ます。彼 女 た

ち は 「これ らの 最 も小 さ い者 」(マ タ

イ25：40)に ， 批判 せ ず， 無 条 件 に 受

け入 れ る態 度 で奉仕 し ます 。 そ して，
たす かいな

「弱 きを扶 け，垂 れ た る腕 を挙 げ， か

よわ きひ ざ を強 うす」 る ことに努 めて

い ます。(教 義 と聖 約81=5)

愛 を示 せ るご く普通 の小 さな方法 に

は， どの よ うな もの があ るで し ょうか。

「努 め て善 き業 に従 い ……」

愛 の実 践 は人 に言 わ れて すべ き こと

で は あ りませ ん。女 性 は 「努 めて善 き

業 に従 い， 多 くの事 をそ の 自由意志 に
な

よ りて為 し， 多 くの正 しき事 を為 し遂
うち

げ」 る こ とが で き ます 。女 性 の 「中 に
おの

自由の意志ありて 〔彼女たちは〕己れ
な

の事 を 自 ら為 す 者」(教 義 と聖 約581

27-28)だ か らです 。救 い主 が 一 人 一

人 に示 され た思 いや りあ る行 な いの模

範 を見 れ ば， 期待 され る以上 に親切 な

行 ない をす るに は， どの よ うにすれ ば

よいか がわ か るで しょ う。

キ リス トが抱 い てお られ る慈 愛 の心

を もって奉 仕 す る とき，私 た ちの働 き

に主 の祝福 が注 が れ るで しょ う。 そ し

て 「神 の現 わ れ た もう時 に は…… 〔私

たち は〕神 に似 た者 にな る」 で し ょう。

(モロナ イ7：48)主 と同 じよ うに愛す

る こ とを知 って い るか らです 。

愛 を実践 す る ときに どの よ うな点 で

成 長 で きる で しょうか。 □
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家族の手引き

ス トレスや落胆 に

対処 す るには

皆瀧雛惣駿糠
次 か ら次 へ と運 ばれ て来 て い る とし ま

す 。

とこ ろが ，席 に着 くな り食 事 の時 問

はわず か3分 しか ない ことを告 げ られ

ます。皆 さん は きっ と， せ っか くの優

雅 な気分 が 一瞬 に して ス トレス と化 し

て しま った と感 じる こ とで し ょう。

確 か に これ は極 端 な例 か もしれ ませ

んが，普 段 の生 活 の中 でス トレスが生

まれ る背景 はえて して こうい う場 合 が

多 い ので はな いで し ょうか。 美 し く整

え られた テー ブル でお い しい食事 を満

喫 す る には とて も3分 で は足 りませ ん。

同様 に 日常 生活 におい て も， 能 力以 上

の 乙 とを求 め られ る と圧 倒 され るよ う

な気持 ち にな る もので す。

家族 を持 つ人 々 の中 に は， この よ う

な気持 ちにな る人 もい るで し ょう。 そ

こには育 ち盛 りの子 供 た ちが いて， 一

人 一人 に対 して それぞ れ時 間 を割 き，

注意 を払 わな けれ ば な らなレ♪か らです。

お そ ら く皆 さん のほ とん どが， 多 くの

活 動 を計画 しす ぎて まっ た く思 うよ う

にで きなか った経験 が あ る こ とで しょ

う。家 族 のだ れか が急 ぎの用事 に追 わ

れて いて， こち ら まで プ レ ッシ ャー を

感 じる こ ともあ るで し ょう。 また家 族

の健康 上 の問題 で い らい らした り， 短

気 を起 こ した り，疲 れ た りす る こ とも

あ るで し ょう。

その よ うな例 はい くつ で も挙 げる こ

とが で き ます 。専 門家 の 中 には， ス ト

レス を感 じる行 動 を， そ のス トレス の

多 さ に よって ラ ンク付 け し よう とす る

人 もい ます 。 しか しス トレスが 生 じ る

本 当 の原 因 は， かか わ る出来 事 そ の も

の よ りも， それ らを ど う受 け止 め るか

にあ ります 。 つ ま り状況 の変 化 に適 応

す る能力 が ，感 じるス トレス の度合 い

を左 右 す るの です。 ある人 に とっ て は

ス トレス を感 じ る こ とで も，別 の人 に

は必 ず し もそ うで は ない の は この た め

で す。

驚 くべ き こ とに， ある程度 のス トレ

ス は人 に良 い影 響 を与 え る とい う例 も

あ ります。 リーハ イが指 摘 してい る よ

うに，人 の成長 の た めに，物 事 には必

ず反 対 の ものが なけれ ば な らない ので

す 。(II二 一 フ ァイ2=11-16参 照)た

とえ ば， ス トレス ヘ の抵 抗 力 の強 い人

は困難 な状 況 に直面 して も恐れ ず に，

む しろ成 長 の機 会 として受 け止 め る と

い う こと も調査 で確 認 され て い ます。

あ る企 画 のた め に週60時 間働 くこ とに

なっ た と して も， そ こに その企 画 を成

功 させ るため の強 い意 志が ある限 り，

それ は刺 激 的 で心躍 る経験 にな り得 る

のです 。す な わ ち， 何 が ス トレス を生

むの か とい う こ とよ りも， い か にス ト

レス に対 処 す るか とい う ことの方 が重

要 な ので す。 しか し同 時 に， ス トレス

に うま く対 処 す るた め には， ス トレ・ス

の原 因 を見 極 め る こ とも役 立 ち ます。

ス トレスと緊張

技術 者 で あれ ば， どの よ うな建物 を

造 る際 に も圧力 が不 可 欠 な要素 で あ る

ことを説 明で きる と思 い ます。 しか し，

圧 力が か か る箇 所 にあ ま りに も負 荷 が

か か りす ぎる と，建 物 の構 造 自体 に支

障 を来 し ます 。 同 じ ように， 日常 生活

にお け るス トレス もあ る限度 を越 える

と， もはや生産 的 な働 き をしな くな り，

心 身 に負担 を掛 けか ね ませ ん。

両親 が 自分 自身 や子 供 た ち に対 し，

その行 ないや 成果 にあ ま りに も完 全 さ

を求 め る と きには，極 度 の ス トレス が

生 じやす い もの です。 しか し実際 は，
かんぺき

人 生 で完壁 に物 事 を行 な える こ とな ど

は， そ うそ う多 くはあ りませ ん。 ほ と

ん どの人 に とっ て，一 番望 むべ きこ と

は，天 父 が私 た ちの た めに示 して くだ

さ った 目標 に向 か って確 実 に進歩 を続

け る こ とな ので す。

二 一ル ・A・ マ ック ス ウ ェル長 老 は，

かつ て この よ うに 言 わ れ ま した。 「こ

れ以上 は も う何 もで きない と思 うほ ど

ス トレス を感 じる状況 にあ って も，天

父 は私 たち の力 の限界 を よ くご存 じで

あ り，成功 す るた めに ここに送 って く

だ さっ たの だ と理 解 す るな ら，慰 めを

受 ける こ とが で きます。 だ れひ と りと

して ，失敗 した り，挫 折 した りす る運

命 を背負 って生 まれ て来 た人 はい ない

ので す。 私 たち が その能 力 を 『はか り

で量 られ て， その量 〔が 〕足 りな い』

(ダニエ ル5：27参 照)と 判 断 され た と

きに も， 私 たち は前世 で 主 に吟味 され，

与 え られ た務 め を成 し遂 げ る能力 が十

分 あ る と判 断 され たの だ とい う こ とを

忘 れ て はな りませ ん。 それ ゆ え， これ

か ら もさ らに主 に従 う者 とな る よう決

心 し よ うで は あ りませ んか。 途 方 に暮
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れて， くじ けて し まい そ うな ときに は，

天 父 は私 たち に能力 以上 の こ とは求 め

てお られ ない ことを思 い出 しま し ょう。

天 父 は私 たち に耐 え られ ない よ うな こ

とを強 い られ た りは し な い の で す。

(教義 と聖約50：40参 照)」(『 今 日の問

題 に取 り組 む』 「年 度 講 話」1978年 ，

P.156)

と きに は， 自分 や他人 に期 待 しす ぎ

ないで た だあ りの ままを受 け止 め る こ

とが， ス トレス に対 処 す る最 良 の 方法

にな る こ ともあ ります。 とき どき私 た

ち は自分 の能力 以上 の こ とをし よ うと

して い る場 合が あ ります。 また，何 を

しよ うとして も完全 にで きな い 自分 に

腹 立 た し くな る こ とさえ あ ります。何

事 も完 全 に とい うの は， 私 た ちの究極

の希望 で はあ りますが， 現段 階 で は，

現 実 をあ りの ま まに受 け止 め， 自分 自

身 や他人 に対 して もう少 し大 目に見 る

こと も大切 で はな いで しょ うか 。

ス トレスに対処する

日常 生活 の 中で生 じるス トレス に う

ま く対処 す るに は， 現実 をあ りの ま ま

に受 け止 め る ことが 非常 に大 切 です 。

しか し， ほか に も良 い方 法 がい くつか

あ ります。次 に挙 げ る ことは， きっ と

覚 えて いて 役 に立 つ こ とで し ょう。 ま

たそれ につ い て家 族 で共 に話 し合 うの

もよいで し ょう。

霊 性 を維持 す る 祈 りと 日々 の聖典

学習 を通 して，信 仰 ，希 望， 平安 な気

持 ち な どの霊 的 な備 え を十分 に整 え る

こ とが で き ます。 これ らは私 た ち に単

に霊 的 な強 さ を もた らす だ けで な く，

特定 の 問題 に対 す る答 え を見 い だす の

に も役立 ち ます。

負 債 を避 け る 家庭 内で の もめ ご と

の一 般 的な原 因 のひ とつ に，財 政 的 な

ス トレ!スが挙 げ られ ます 。教 会 の指導

者 は，今 まで再三 にわ たっ て，予 算 の

範 囲内 で生活 し， 負債 を避 け るよ う勧

告 して きま した。 支 出が収 入 を超 えな

い ように努 め るな らば， それ が習慣 と

な り，私 た ち のほ とん どが感 じる財 政

的 なス トレス の大 部分 は確 実 に軽減 さ

れ る ことで し ょう。

健 康 を維 持 す る ス トレス に対処 す

るた めに は， 肉体 に休 息 を与 え，運 動

と適 切 な ダイ エ ッ トを しな けれ ばな り

ませ ん。好 きな スポー ツ に打 ち込 む こ

とも， リラ ック スす るた めの良 い 方法

で す。

優 先順 位 と目標 を決 め る 自分 がや

りた い と思 う こ とをす べ て行 な えな い

とした ら， 少 な くと も最 も重要 な こ と

だ けは果 たせ る よ うな優 先順 位 を決 め

て くだ さい。個 人 として， また家族 と

して1日 単 位， 週単 位 ，月 単位 ， また

それ以上 の長期 的 な 目標 を立 て る必 要

が あ ります 。 それ か ら目標 を途 中 で投

げ出 さな いた め に も， そ の 目標 を達 成

す るため の計画 を立 て て くだ さい。 計

画 を立 て る こ とに よって，何 に重点 を

置 いて努 力 す るかが 決 ま り，や る気 も

出 て き ます 。 また予 期 せ ぬ こ とに出 く

わ した り， 必要 な責 任 を ないが しろ に

した りといっ た失敗 に至 る危 険 を避 け

る こ ともで きます。

いつ もの習慣 や や り方 を変 えて み る

い つ も よ り1時 間早 起 きす るだ けで，

自分 の生 活 を もっ とよ く管理 で きる よ

うにな ります。 そ して， それ まで で き

な か った よ うな多 くの事 柄 を こなす た

め の じゃ まの入 らない時 間 を持 つ こと

が で き ます 。 また， 少 し仮 眠 を取 る こ

と も必要 な気 分転 換 にな る場 合 が あ り

ます 。

生 活 のぺ 一 ス を変 える 生 活 のぺ 一

ス を変 えて み る と， 気分 が一 新 され ，

いつ もの あわ ただ しい生 活 のサ イ クル

に落 ち着 きを取 り戻 す ことが で きます。

わず か な間 で も 自然 の美 しさ に目 を向

け， 数分 間 で も落 ち着 いて心 の整 理 を

し， さ らに もう少 し時間 を割 い て良 い

本 を読 み，一 番 好 き な こ と(何 も しな

い こ とで も構 い ませ ん)を や って み る

な らば プ レ ッシ ャー の高 ま りを和 らげ

る助 け とな ります。

フラ ス トレー シ ョンを解 消 す る 自

分 が抱 えて い る問題 を家族 に話 す こ と

で， ス トレス を和 らげ られ るだ けで な

く， ス トレス を生 じて い る状 況 を改善
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す る方法 を見 い だす うえで家 族 の協 力

が 得 られ ます 。 また 日記 をつ け るよ う

にす る と緊張 や 日々 の ス トレス を和 ら

げ るの に役立 つ ような洞 察力 が培 え ま

す。 日記 帳 や ノー トに自分 の気持 ちを

書 き留 めて お くこ との大 切 さ を子 供 た

ちが理 解 で き る よう に して あ げ るのは

とて も賢 明 な こ とで す。

あ る大家 族 の母 親 は， この よ うに打

ち明 けて い ます。 「わ た しの ノー トや

日記帳 は とて もお金 で は買 え ない，価

値 あ る もので す。 人 に よっ て は専 門 の

カ ウ ンセ ラー に， 自分 の気持 ち を打 ち

明 けて聞 い て も らう人 もい ます。 私 に

とって は自分 の考 えや気持 ち を書 き留

め る こ とが， 自分 の内面 的 な事 柄 に関

して啓 示 を受 ける大切 な手段 にな って

きま した。 また ス トレスや落胆 ， また

は何 かの理 由で失 望 に打 ち負 か され そ

うな ときは特 に， 自分 の正直 な気 持 ち

を書 き留 め ます。(そ の よ うな ときは，

『私 は …… の よ う に感 じ る』 とい う文

の羅 列 に な りが ち で す)大 抵 は，気 持

ち を実 際 に文字 にす る こ とで 自分 が何

に悩 んで い るか を明確 にで き ます 。 そ

して よ り効 果 的 にそれ らの問題 に対処

で きるの です。 本 当 に 自分 を煩 わ せ て

い る ものが わ か る まで は， フラ ス トレ

ー シ ョンで ま るま る1ぺ 一 ジ ぐ らい書

き連 ね て しま うと と もあ ります。 この

よ うに 日記 を書 くこ とで， 私 は 自分 自

身 をよ り深 く知 る よ うに な りました。」

リラ ックス し生活 を楽 しむ もっ と

気分 を楽 に して，子 供 や伴 侶， 友 達 と

楽 しい時 を過 ごす必 要 の あ る人 もい ま

す。 喜 び を感 じる能 力 は神 の主要 な属

性 の ひ とつ で あ り(皿 二一 フ ァイ17：

20参 照)， 現 世 で の 経験 を通 して あふ

れ る喜 びが もた ら され る ことを， 私 た

ち は とき として忘 れて しまい が ちです 。

(II二 一 フ ァ イ2：25;教 義 と聖 約

93：33参 照)

ユー モ ア を忘 れ な い 人 生 に は深 刻

な事 態 がつ き ものです が， ユ ーモ ア の

セ ンス に よ って その場 の雰 囲気 が 明 る

くな る こ ともよ くあ ります 。途 方 もな

い 出来事 に出 くわ して も， い つ もそれ





を笑 って済 ませ られ たな ら，か な りの

ス トレ!スを削減 で きるで し ょう。家 庭

の中 で笑 い は， 極端 なス トレス によ る

摩 擦 を和 らげる格好 の潤 滑 剤 とな るの

です。

落胆に対処するには

対処 す る うえで最 もむず か しい感 情

に は， 落胆 ，失 望， 憂 うつ ，罪 悪感 や

心 配事 な どが あ ります。

エ ズ ラ ・タフ ト ・ベ ンソ ン大 管長 は

かつ て この よ う に言 わ れ ま した。 「主

が予告 されて い る ように， 私 たち は現

在 人 々が 肉 にあ って も， また霊 にあ っ

て も恐 れ お ののい て い る時代 に生 きて

い る。(教 義 と聖約45：26参 照)多 くの

人 は この人 生 の戦 い に疲 れ ，落胆 して

い る。 最近 の大 学生 のお もな死 因 は 自

殺 で あ る と言 われ て い る。 また試練 と

苦難 の伴 う善悪 の最後 の対 決 の時が 近

づ くにつ れ て， 現在 サ タ ン は失 望 と落

胆 ，意 気 消沈， 憂 うつ を もっ て聖徒 を

打 ち負か そ う とます ます その力 を増 し

て いる。」(『落胆 して はな らない』 「大

会 報告1973-75」p.270)

あ ま りに も頻 繁 に この よ うな否定 的

な感情 にか られ る場 合 ，周 りの人 々 か

ら助 け を得 る こ とさ えむず か し くな っ

て き ます。 こ うい っ たあ い まいで漠 然

とした問題 ほ ど克服 しに くい よ うに思

われ ます が，少 しだれ か と話 して みて，

異 なっ た視 点 で考 えて み る と対処 で き

るこ とも よ くあ る ものです 。子供 たち

が小 さい うちか ら， 何 で も思 った こと

を両親 に話 せ るよ うに しっ けるな らば，

子 供 た ちを 待 ち受 け る この ような救 い

ようの ない荒廃 した気持 ちに打 ち勝 つ

力 をは ぐくんでい け ます。

子供 た ち の抱 える問題 が複 雑 で長 い

間解決 で きないで い る場 合 ，子供 たち

とよ く意思 の疎 通 を図 って い る愛 に満

ちた両 親 で さえ，残 念 なが らま った く

助 けに な らない こ とが あ ります 。 この

ような子供 たち には専 門家 の助 けが 必

要で す。 しか しほ とん どの場合 ， その

必要 は あ りませ ん。私 た ち 自身 や子 供

た ちの問題 のた め に落胆 した り， とき

には意 気消 沈 して しま う こと もあるで

し ょうが， この よ うな感 情 も通 常 は，

戒 め に従 って生 活 してい く中 で克服 で

き ます 。 つ ま り悔 い改 め， 祈 りと断 食，

奉仕 ， 勤勉 ，健 康管 理 ，読 書， 忍耐 ，

精神 を高揚 させ る音 楽 を聞 くこと， 友

達 ，励 ま しと霊 感 を受 けるた めの神 権

の祝 福 な どで す。

家族 や友 達が 情緒 的 な問題 に直面 し

てい る と きこそ，私 たちが親 として最

もキ リス トに似 た者 とな る よ う求 め ら

れ るで し ょう。 次 の よ うなマ ー ビ ン ・

」・ア シ ュ トン長 老 の勧 告 が そ の助 け

とな ります 。 「現 代 最 大 の奇 跡 のひ と
いや

つ は，悩 め る魂 を癒 し， 起 こす こ とで

あ る。 … … 〔私 た ち は〕家族 の手 を取

って， 自分 た ちの愛 が いつ も変 わ らな

い真 実 の愛 で あ る こ とを示 さな けれ ば

な らな い。」(『イ エ スが 手 を取 って 起

こ され る と』 「大 会報 告1973-75」pp.

128-30)

ア シ ュ トン長 老 の勧 告 を実行 す るた

めに， 私 たち にで きる こ とが い くつか

あ ります。 家族 の話 に耳 を傾 け る こ と，

また家族 が 気持 ち を素直 に表 わせ る よ

うに して あ げる こ とな どが そ うです 。

また家族 が と きど きい らい らした り混

乱 した り， また失望 した りす る よ うな

こ とが あ って も，決 して それ は不 自然

な こ とで はな い と彼 らを安 心 させ てあ

げる必 要が あ ります。

決 して裁 い て はな りませ ん。 「あな

た さ え… … して い れ ば こん な こ と に

は」 とか 「きっ とこうな るっ て言 った

じゃ ない」 な どとい う言 い 方 は単 に人

の気 分 を害 す るだ けで す。 自分 で は ど

う しよ う もな い出来 事 に対 して は， 自

分 に落 ち度 はな く， 罰せ られ る こ とも

な い のだ と家 族 が理 解 で き るよ うに し

て くだ さい。家 族 の だれか が 自分 で 責

任 を負 わ な けれ ばな らない過 ち を犯 し
ゆる

て しまっ た と きには， 自分 自身 を赦 し，

悔 い改 め る こ とによ って， そ の問題 を

克服 す るよ う彼 らを助 けて あ げて くだ

さい。

家 族 が霊 的 な洞察 力 を身 に付 け られ

る よう助 けて くだ さい。 また人生 にお
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け る試 練 の意 味 を彼 らに思 い起 こさせ

て あげて くだ さい。 そ して希 望 を持 て

る よ うに して くだ さい。 永遠 の見 地 に

立 った洞 察力 ，問 題 に対 す る必要 な理

解 力 を主 に願 い求 め， 共 に祈 る こと も

大 切 です 。

家族 と共 に過 ごす 時間 を持 って くだ

さい。 子供 や伴 侶 が 問題 につい て話 し

た り気 持 ち を打 ち明 け る と きには， い

つ で もその ため に時 間 を割 いて くださ

い。 ときに は， ただ手 を休 めて そ ばに

いて あ げる だ けで ，混 乱 した気持 ちが

和 らげ られ る もので す。

必要 に応 じて ほか の人 々 に も協 力 し

て も らって くだ さい。 必 要 な助 け を与

えて くれ る人 の力 を借 りるので す。助

け を必 要 として い る家 族 の ため に共 に

祈 った り，働 い た り， また援助 す るよ

う家族 を励 ま して くだ さい。 もし必要

であ れ ば標 準 の点 で家 族 と共 通 の認 識

を持 っ た専 門家 に相談 す るの も良 い で

しょ う。

無条 件 に家族 を愛 して くだ さい。結

局 の とこ ろ私 た ちが人 々 を助 け る一 番

の方法 は，真 心か ら人 々 を愛 す る こ と

で す。 そ うす れ ば私 たち は人 々 の中 に

神 の子 と して の永遠 の価 値 を見 いだ し，

主 が見 て お られ る よう に人 々 を見 る こ

とが で きる よ うにな ります。 自分 の子

供 た ち にそ の よ うな気 持 ち をあ ま り感

じて いな い な らば特 に，親 として この

よ うな愛 あ る行 ない を してい く必 要が

あ ります。 私 た ち は数 多 く弱点 を持 っ

て い ます が，主 の よう に人 々 を愛 せ た

な ら， 力 を合 わせ て何 で も克服 で きる

よ うにな ります。

イエ ス ・キ リス トの福 音 はス トレス

を排 除 す る よ う求 め る もので は あ りま

せ ん し， だれ もその よ うに考 え るべ き

で は あ りませ ん。 しか し福 音 に よ り，

私 た ちが この世 で遭 う試練 ， つ ま り私

たち の意 に反 す る もの， そ ぐわ ない も

のに つい ての意 義 を学 ぶ こ とがで きま

す 。 そ して福 音 に よ り 「ます ます知 恵

が加 わ り， 〔成 長 し，〕 そ して神 と人 か

ら愛 され」(ル カ2：52)る よ うにな る

のです 。 □





「髪 を切 るだけで結構 です か ら」

ジ ュ リー ・マ ッキ ー ン

も
う何 年 も前 のあ る暑 い夏 の 日の

こ とで した。 一刻 も早 く散 髪 を

終 えて店 を出 たい と思 い なが ら，私 は

いす に座 って耳 の辺 りでチ ョキチ ョキ

い うは さみの音 を聞 い て い ました。何

とな く胸苦 しさ を覚 える のは暑 さのせ

い ばか りで はあ りませ ん。私 の髪 を切

って い る理 容 師 は， 確 か ステー キ部 宣

教 師 と言 った と思 い ますが， いずれ に

せ よ， モ ルモ ン教会 の宣 教 師で した。

以前店 に来 た ときに，彼 はモル モ ン教

会 に対 す る私 の否定 的 な態度 を感 じ取

って い ま した。

「あ なたが 所 属 して い る とお っ し ゃ

っ たの は どち らの教 会 で す か。」 これ

が私 に は宗 教 の話 に私 を引 き込 む巧 妙

な言葉 に感 じ られ ました。反 射 的 に私

は次 に来 る言葉 が頭 に浮 か び， とっ さ

に こ う答 え まし た。「髪 を切 る だ けで

結構 で す か ら， 説 教 は や め て くだ さ

いo」

モ ルモ ンの人 たち は，私 に とっ て珍

しい存 在 で はあ りませ んで した。私 は

ユ タ州 ソル トレー クシテ ィーで 生 まれ

育 ち ました。地 元 の ワー ド部 の建 物 で

行 なわれ た ボーイ スカ ウ トの集会 に出

席 してい ま した し， 仲 の良 い友 達 は皆

モル モ ンで した。 しか し彼 らは 自分 た

ち の教 会 につ いて あ えて私 に話 そ う と

は し ませ んで した。 多分 それ は私 の態

度 のせ い だ った と思 い ます 。 スカ ウ ト

の集会 が始 まる のを待 っ てい た と き，

壁 に掛 か って い る大 きな絵 は何 の絵 か

友 達 に尋 ねた こ とが あ りま した。 それ

まで の数 カ月 とい う もの私 は， 毎週 そ

れ を眺 め なが らそ こに座 って いた ので

した。 それ は人 々 にモ ルモ ン経 の版 を

見せ た天 使 の絵 で あ る と友達 は答 え ま

した。

天 使 だ って。 私 の親友 が一 体 どう し

て そん な こ とを信 じられ るので し ょう。

実際 に， 分別 が あ りな が らそ んな こと

が信 じ られ る人 が い るので し ょうか。

この よ うな こ とが あ った とは い え， 私

が モル モ ン教 会 と初 め て正面 か らぶ つ

か った の はそれ か ら何年 も後 にな って

か らで した。

やが て は起 こる こ とだ った のだ と思

い ます。 その夜 ，友 達 の ところ を訪 ね

て い る と， ふ た りの女性 が ドア をたた

き ました。 それ はモル モ ンの宣教 師 で

した。 ふ た り ともや さ しそ うな女性 で

したが， 私 はあ ま りい い気持 ちがせ ず，

む しろわ なに掛 か った と思 い ま した。

そ こで私 はふ た りに議論 を仕 掛 ける こ

とに し ました。

「あ なた は
，聖 書 を信 じてい ます か」

とふた りは始 め ま した。

「もち ろん です 」 と私 は答 え ま した

が， 本 当 は 自分 が何 を信 じて い るかわ

か って い ませ んで した。

ふた りの姉 妹 宣教 師 は神会 に は3人

の別 個 のお 方が お られ る こ とを示す た

めに， まず使 徒行 伝7章55節 と56節 を

読 み始 め ま した。 それ か らジ ョセ フ ・

ス ミス の最初 の示現 へ と話 を進 め てい

き ました。 私 は彼女 た ち の聖典 の解 釈

が 間違 っ てい る こ とを示 す答 えが あ り，

その答 え を見付 けるた め に は助 けが 必

要 だ と思 い ま した。 結局 の と ころ， 天

父 と御 子 と.聖霊 は同一 の お方 で あ り，

ただ姿 を変 えて い るだ けで あ る ことは

だれ だ って知 っ てい る と話 し ました。

そ して私 よ りも聖典 を よ く知 って い る

人 を話 し合 い に連 れ て来 て も よいか と

尋 ね た と ころ，宣教 師 は まった く構 わ

ない と言 い ま した。

次 の週， 自分 の属 して い る教 会 に活

発 に集 ってい るい と こ と一 緒 に宣 教師

の と ころに行 きま した。 それ か ら後 の

話 し合 い で は，私 は傍 観者 の立 場 に立

ち ま した。 も し私 が公 平 で あっ たな ら，

私 はモル モ ンの宣教 師 に軍 配 を上 げ た

で し ょう。 しか し，当 然 の こ となが ら，

私 はい と こはた だ十 分 な知識 が ない だ

けだ と決 めつ け たので す。 私 は宣 教師

と対 決 す るた め にだれ か もっ と知識 の

あ る人 を見 付 け よ う とし ました。

そ の週 の問 に， 私 は牧 師 にな るた め

に勉 強 してい る友達 と連絡 を取 りまし

た。彼 な ら私 の必 要 としてい る助 け を

与 えて くれ るだ ろ う と思 い ま した。

自分 の置 か れ てい る立場 を説 明 した

後 で， 使徒 行伝7章55節 と56節 につ い

て ど う答 えた らよいか 尋 ね ま した。 と

こ ろが 大変 驚 い た こ とに彼 は こ う答 え

た ので す。 「あ い に くだ け ど，君 の役

に は立 て ない よ。 ぽ くた ち の教 会 の大

多数 の会 員 と違 って， ぽ くは神 会 を成

す お方 を別 々 に分 けて考 え てい るか ら

ね 。」

次 に私 が頼 っ たの は，近 所 に住 ん で

いた牧 師 で した。 彼 は私 の友達 で ，前

に何 度 も話 を した こ とが あ りま した。

けれ ども使 徒行 伝7章55節 と56節 に対

聖徒 の道/1991年8月 号

32





、

て

こ

と

が

よ

で

り

の

ン

け

し

自

と

請

分

し

べ

の

イ

物

る

が

と

主

モ

付

ま

，

へ

を

自

で

す

つ

ナ

書

さ

と

ひ

り

ル

き

ね

に

次

し

は

ん

を

と

ロ

の

だ

こ

。
造

モ

引

尋

ち

ら

賜
赦

私

せ

・

暇

ひ

モ

こ

く

る

た

の

は

に

に

う

か

は

で

ま

余

て

は

，

て

知

し

分

に

物

父

い

次

私

ま

い

に

し

れ

で

し

も

で

自

手

書

天

な

が

。
き

て

め

そ

そ

東

示

で

言

は

。

の

か

ら

意

た

と

い

た

。

。
約

と

私

宣

私

た

そ

の

わ

敵

し

の

付

る

た

た

の

る

，
な

，

し

を

な

終

や

ま

そ

気

べ

し

し

者

あ

ば

胆

日

ま

私

何

だ

慣

き

。

に

調

ま

ま

言

で

え

大

る

れ

，
体

ま

習

て

た

態

く

い

し

予

の

願

う

あ

垂

て

一

が

の

れ

し

状

な

て

見

の

も

に

い

た

を

つ

は

り

去

さ

ま

な

ま

し

発

昔

の

神

と

つ

頭

持

の

祈

過

出

め

め

く

や

を

う

実

に

る

な

に

を

も

。

の

い

求

惨

。

を

費

と

い

真

う

き

に

前

経

る

た

分

思

い

の

た

　

膿
健
鑑
贈
蹴
徽
膿
欝
諮

ら

は

う

こ

こ

大

の

し

内

う

そ

た

「

る

た

て

ら

か

私

い

過

る

総

ら

験

の

ど

，
し

。

え

つ

え

か

れ

。

と

を

あ

の

か

経

胸

を

ま

ま

た

わ

だ

覚

れ

そ

た

い

々

に

月

事

も

が

れ

ま

き

し

味

人

を

そ

し

た

日

内

１０

仕

度

い

そ

い

て

で

が

老

の

む

む

で

し

ら

の

は

た

１

思

す

．
な

つ

ち

ち

の

た

態

頭

が

心

れ

し

に

な

で

ら

な

持

持

歳

つ

状

没

な

の

そ

で

で

別

の

か

く

気

気

９９

思

な

に

じ

私

。
夜

ま

特

た

わ

強

い

う

い

と

う

究

感

て

た

の

れ

る

じ

か

つ

し

い

短

」

よ

研

を

が

し

日

そ

あ

感

い

ず

ら

う

先

に

じ

の

み

や

ま

曜

は

い

を

よ

し

ば

こ

い

の

同

経

望

。

り

木

私

な

の

ら

少

す

で

老

た

は

ン

い

た

こ

の

，

の

る

た

は

に

国

，

っ

を私でま今
　たしま

・

，

ん

ン

お

れ

紹

こ

ス

て

の

，
ま

り

み

憶

し

金

モ

読

せ

ロ

に

ら

が

。

ミ

つ

会

で

れ

知

読

記

ま

と

び

は

．

ま

コ

陸

え

柄

た

ス

載

教

ド

入

て

て

た

じ

使

再

て

い

，
大

教

事

し

。

・

く

ン

ン

に

い

い

い

感

天

て

け

て

は

カ

し

い

ま

か

フ

た

モ

タ

手

つ

つ

て

に

の

し

付

れ

に

・
リ

返

深

り

う

セ

つ

ル

ス

を

に

に

い

う

名

そ

見

か

方

メ

り

味

あ

よ

ヨ

ま

モ

ン

子

ス

現

聞

よ

う

。
を

書

の

ア

繰

興

が

し

ジ

が

は

リ

冊

ミ

示

に

る

い

た

問

も

め

，

で

，
ジ

で

に

話

私

ソ

小

ス

の

前

い

と

し

時

何

初

言

こ

ど

一

の

中

の

，

ガ

る

・

初

か

て

イ

ま

，

は

て

予

そ

な

ぺ

な

の

て

で

る

あ

フ

最

年

つ

ナ

み

ヴ

て

し

る

や

訓

る

何

経

い

の

す

う

セ

，

い

そ

す

・王

垂

い

体

ン

つ

た

営

使

ヨ

い

，

つ

。
対

い

の

て

一

モ

に

に

た

に

救

上

れ

は

ル

涯

か

が

師

。

ス

し

ス

る

山

さ

本

モ

生

な

員

教

た

い

し

は

。

ミ

で

ブ

け

た

介

の

の

い

会

宣

し

た

ま

と

た

版

ル

み 　

何

違

ロ

読

戻

た

う

し

か

モ

て

に

し

る

ま

す

を

し

い

の

に

を

る

う

カ

と

し

つ

経

の

ジ

思

が

こ

は

い

経

ま

す

め

で

と

て

開

時

み

手

す

よ

う

い

付

と

た

ど

私

つ

ン

け

う

始

の

こ

せ

て

一

望

り

と

し

よ

な

が

に

モ

続

そ

り

た

る

失

め

の

う

お

う

で

し

ら

気

こ

め

い

え

初

ん

い

ど

も

の

で

な

起

始

て

消

を

ほ

と

字

込

な

の

ば

経

が

り

つ

も

経

は

い

文

き

何

る

れ

ン

と

ま

違

望

ン

心

た

。
引

体

い

け

モ

こ

弱

間

願

モ

奇

り

た

へ

　

て

な

ル

な
．
が

が

う

ル

好

知

し

物

は

き

ら

モ

妙

意

師

い

モ

る

と

ま

書

力

起

知

は

奇

敵

教

と

。
な

つ

り

の

な

が

を

。
私

る

の

宣

い

た

単

も

わ

こ

議

何

れ

た

，

あ

私

，

た

し

の

，
変

て

思

に

そ

し

と

に

。
際

し

ま

き

で

に

し

不

私

は

ま

る

ち

た

実

明

い

と

の

ぐ

ば

の

。
私

い

み

。
証

ま

た

も

す

伸

こ

か

。

思

て）

朋靭矧
舞

削顧聖

つ

そ

な

許

に

を

決

の

愉

る

不

語

も

て

　

つ

い

た

を

す

い

つ

し

と

う

ば

こ

が

の

り

そ

教

は

に

で

こ

ど

れ

。

師

う

え

が

と

師

ら

。
夫

教

ろ

考

片

こ

教

彼

た

丈

宣

だ

る

で

る

宣

を

し

大

で

い

あ

れ

い

は

と

ま

も

い

よ

と

こ

て

私

こ

い

て

な

ば

る

，

つ

。

る

思

来

し

れ

す

だ

違

す

あ

と

が

。

れ

間

で

で

う

師

た

が

を

の

が

。

の

し

が

ミ

教

な

い

は

だ

る

要

条

そ

師

た

箱

ま

何

ス

ン

ら

て

に

る

す

必

信

。
教

し

か

い

「

・

モ

知

し

き

い

鍵

禦

盤

諜

協

副

備
製

躾

響

齢

訓
犠

雰

私
と
に
が

〉

」

む

ひ

次

備

た

職

日

で

経

に

て

の

す

の

た

を

た

ま

ヵ

う

ろ

㌔

だ

が

準

し

を

ー

の

ン

こ

き

時

付

。

ス

行

由

見

た

・

て

自

を

し

フ

つ

に

会

ま

セ

持

ち

機

き

ヨ

に

う

。

開

ジ

場

の

す

を

は

　

師

い

誤

示

宣

す

つ

ら

う

る

ふ

経

し

だ

付

う

だ

ヵ

た

師

る

で

経

は

る

モ

そ

私

教

ん

な

は

す

た

教

よ

が

て

度

で

違

彼

ど

き

に

ン

ま

ん

見

だ

語

う

。

教

え

と

ン

で

あ

ル

か

。
で

前

モ

い

込

．に

ん

物

う

す

宣

迎

こ

．
モ

場

か

モ

と

と

宗

せ

礼

に

う

し

宣

ば

義

つ

今

の

間

ず

る

が

ま

無

る

ど

ま

だ

れ

教

使

ば

た

が

ま

た

が

も

ル

思

い

ぐ

る

の

だ

で

，

を

う

ル

職

ら

に

ご

来

ら

し

く

せ

体

び

た

す

の

を

れ

つ

師

，

し

と

年

モ

と

ま

す

あ

涯

史

の

は

ら

い

モ

。

く

び

た

か

。

明

ら

典

す

思

教

は

ま

こ

何

た

だ

し

，

て

生

歴

た

と

彼

と

は

た

い

た

し

が

彼

は

ど

ら

一

師

，

と

ひ

帰

。

浮

く

証

彼

聖

う

と

宣

に

り

る

き

れ

れ

に

が

い

の

の

つ

こ

は

う

私

し

が

る

う

教

て

う

を

か

が

付

を

に

の

そ

だ

め

あ

知

と

く

こ

中

た

書

ス

会

か

た

私

う

ま

問

け

ど















響

・

響の妹姉カ一イガ

ラ

説

獺　蕪
㌫

蘇

㎞
窯

端
欝

危
獣

八

左

生

（

左

燃

テ

右 　年
。
３５

た

１９

い

。

付

ち

気

た

’
に

妹

と

け

姉

る

助

の

知

の

会

み

に

や

父

暗

天

む

，

囲

じ

り

感

取

と

を

だ

分

要

・
自

必
。
が

　

た

け

た

表

教

を

し

助

し

に

の

気

で

の

ま

葉

様

勇

り

様

め

言

神

，

か

神

始

，

，
え

ば

，
を

き

は

教

る

に

食

と

父

に

な

め

断

た

天

う

く

た

て

え

Ｑ
よ

悪

る

め

終

た

る

が

れ

求

を

し

戻

分

逃

を

食

ま

に

気

ら

け

断

じ

会

は

か

助

を

の

し

び

母

で

喜

父

の

と

て

た

感

し

つ

ど
堵

そ

さ

献
安

，
だ

い

の

く

な

私

て

せ

，
え

わ

会

与

む

く

か

絶

ら

た

と

，
か

）

ア」

も

こ

し会

く

て

こ

は

吐

し

。

こ

を

と

る

た

葉

た

あ

．
な

言

い

で

あ

い

て

快

醜

つ
愉

晶

と

持

不

汝

鰍

蹄

鄭

噂賑
叔

夫

ば

ざ

魅Ｑ

　

感

教

た

むた

く

，
私

い

ほ

と

ｄ

し

行

も

ら

つ

れ

う

す

ま

て

ち

か

に

あ

よ

ま

け

つ

た

て

会

を

得

し

掛

去

員

し

教

親

を

出

出

が

会

』

。
両

証

い

へ

私

の

宗

た

だ

の

思

，
徒

改

し

ん

理

ば

会徽

撚

睦

哨

越

瀦

碩

“

。
だ

れ

つ

し

着

た

末

を

員

，
た

た

ら

よ

は

服

会

が

し

い

せ

に

私

の

の

た

ま

を

さ

り

，

き

等

会

し

し

福

え

祈

を

上

教

ま

て

祝

考

と

験

番

た

い

し

の

に

食

経

一

い

て

り

く

剣

断

な

は

て

し

く

多

真

，
議

私

つ

慨

っ

に

も

じ

思

，
集

憤

び

実

に

感

不

日

で

て

て

は

な

に

の

曜

ま

見

見

族

ん

近

あ

日

れ

を

を

家

あ

身

た

そ

の

私

の

て

ど

し

司

き

し

夫

は

す

あ

い

め

ま

に

に

た

た

な

と

さ

わ

れ

ぐ

と

い

な

ん

言

な

き

さ

す

こ

て

す

あ

ど

小

き

泣

残

，

で

。

に

覚

性

か

請

底

を

い

や

を

の

目

し

口

し

み

で

さ

，
赦

し

ろ

や

で

ら

悲

こ

の

悪

か

に

と

彼

地

心

い

る

。
意

は

つ

い

た

も

き

，
て

し

て

と

が

い

ま

と

の

た

泣

い

で

そ

し

り

請

ま

も

ま

す

を

れ

で

し

す

し

そ

Ｑ

願

Ｑ嘱
赦

は

す

嘆

た

に

私

で
，
の

向

な

前

に
，
間

し

人

愛

た

，

つ

し

違

敬

く

尊

た

を

つ

夫

ま

で

，

ま

る

日

す

の

力

こ

努

の

と

〉つ

〉つ

よ

と

き

立

りあえ備に主

　

と

助

。
と

の

つ

た

を

食

パ

さ

ひ

救

す

た

人

や

し

々

の

，

な

う

の

で

い

６

う

で

家

め

と

。
き

も

時

仰

て

む

ど

ば

で

た

る

た

行

で

急

信

し

住

を

し

所

く

出

し

て

産

緊

う

道

に

事

ば

う

解

を

ま

れ

遺

，
い

伝

島

食

し

い

を

家

じ

連

の

ろ

と

に

う

の

も

と

食

が

感

を

仰

し

る

年

い

次

と

ウ

断

ち

を

ち

信

に

さ

６４

と

は

こ

一

，
た

ち

た

る

助

だ

１９

島

ら

い

ハ

が

師

持

師

い

援

く

，
プ

彼

な

レ

す

教

気

教

で

な

て

は

タ

。
ら

ア

で

宣

い

宣

い

的

え

弟

プ

た

か

フ

の

。
強

へ

継

質

与

兄

ト

し

わ

ら

た

た

と

岸

け

物

を

ゴ

ア

ま

か
・
が

い

し

り

海

受

，
ら

ン

ウ

い

い

な

て

で

き

る

が

は

れ

オ

ニ

て

い

し

え

ん

つ

あ

々

と

そ

パ

た

し

ら

を

伝

せ

は

に

人

こ

が

・

れ

理

た

食

を

ま

は

側

の

な

主

ア

離

管

れ

断

え

り

老

裏

ガ

切

，

一
く

を

入

，
教

あ

長

の

ン

大

ろ

イ

遠

師

に

日

，
が

ゴ

島

ト

の

し

サ

，
教

手

る

り

物

ン

『

つ

に

き

宣

て

あ

回

ベ

オ

は

に

ｄ

ネ

の

悟

ぶ

キ

き

モ

卿
た

要

固

死

ら

村

し

ま

必

頑

の

か

は

に

も

が

の

親

道

彼

耳

弟

仰

・
真

，

，

，

，

が

り

年

を

兄

信

「

ウ

に

が

た

な

８４

と

ポ

様

彼

し

に

１９

こ

ツ

同

ま

う

た

う

・

と

よ

れ

よ

つ

い

認

欝

匹
灘
幾

鵜
議

レ

な

し

の

ト

た

映

オ

的

ま

親

ス

し

の

・

霊

り

両

リ

ま

ン

を

こ

画

。
る

映

た

い

し

て

怯

ま

つ

座

い

な

こ

て

に

ブ

め

的

ラ

眺

の

ク

を

撃

む

一
畷

敏

陵

賄

鴫

肚

勲

都

イ灘

灘
騰踊騰

・
成
搬
継
駐
処
澄
効
娠

瓢
働
謄
搬
晦

も

は

ま

。

に

ら

私

し

「た

朝

か

。

て

し

の

で

た

つ

ま

次

ん

し

帰

い

，

死

ま

に

て

ず

，

じ

家

い

き

然

感

て

驚

で

突

を

つ

は

も

と

の

が

ち

と

む

の
い
舞
慕

塊

龍

蒲

繋

篇

茜

潔

励
搬

㍊

灘

鷲

瓢

た

な

ほ

え

出

ひ

ま

格

ま

い

き

り

自

だ

者

後

そ

で

ま

見

と

う

抑

つ

号潮咋鵬

４１

／道の徒聖











いつ まで も若 々 し く

スティーブン ・K・ クリスチャンセン

彼
は力強 く，健康で，生気にあふれ，今で も毎 日仕

事 に出掛 けています。福音 を愛す る，疲れを知 ら

ぬ宣教師で もありますが，年齢はなんと91歳です。 ラザ

ロ ・ルーシオ ・リベラ ・デル ・カルピオ ・マロキン兄弟

の例を見ると，人 はどんなに高齢 になっても，年齢のた

めにイエス ・キリス トの福音が実践で きな くなるような

ことは決してない， とわか ります。

リベラ兄弟 は，1899年12月17日 にペルーのアレキパで

生 まれました。彼は後にクスコに定住 しました。 クスコ

はリマの南東約600キ ロにある都市で，アンデス山脈 の

中にあ ります。 その地で彼は宣教師 と出会いました。 リ

ベラ兄弟の改宗 とそれに続 く教会への献身の話からは，

ペルーにおける教会の開拓者の特質である信仰 と良い行

ないをうかがい知ることがで きます。

リベラ兄弟 はこう語っています。「ジョセ フ ・ス ミス

やほかの多 くの人 と同じように，私 も様々な宗教の中に

真理を探 してみましたが， どの宗派にも加わ りませんで

した。」やっと求めていた真理に出会 ったのは，67歳 の

ときで した。 ●

リベラ兄弟 は次のように述べています。「その日は日

曜日で，私 は店で忙 しく働いていました。息子のエクタ
ーが入 って来て， こう言い ました。『お父さん，今 まで

いろんな教会 を調べてたみたいだけど，町に新 しい教会

がひ とつできたよ。』私は息子に， 『関係ないね。みんな

同じさ』 と答 えました。す るとエクターはこう言うので

す。『そんなこと言わないで。あれがお父 さんの探 して

いた教会かもしれないよ。』

おそらく私が教会 に足を運ぶように，主のみたまがエ

クタニ と共 にあったので しょう。私 は帽子をかぶ り，エ

クターと一緒に集会場に出掛 けました。そこで私はふた

りの長老に会いました。あいさつをすると，大変歓迎し

て くれました。集会が始 まったのは朝の9時 半か10時 ご

ろでしたが，私はそこに昼 までいました。最初は，耳に

入って くる話がほとん どわか りませんで した。子供の こ

ろから慣れ親 しんだ宗教上の習慣に染 まっていたためで

した。 しかしそれから1週 間後，2度 目に訪れたとき，

私 はイエス ・キリス トの真実の教会 を見いだしたことが，

はっきりとわか りました。長老たちが知恵の言葉 につい

て語 ったとき，特にそう感 じました。」

それか ら24年 を経た今でも， リベラ兄弟 は自分が健康

と活力に恵 まれているおもな理由は，知恵の言葉 を実践

しているからであると述べています。

彼はこう語 ってい ます。「バプテスマの後で，私 は自

分の中で何かが変わったのを感 じました。それがこんな
ひ けつ

に長生 きできた秘訣です。」

息子のエクターは，次 のように語 っています。「私の

記憶 している限 り，父が知恵の言葉を破 るのを見た こと

は，ただの1度 もあ りません。父が強健で主から祝福を

受けているのは，きっとそのためだ と思います。」

ペルーでの伝道活動は1956年 に始まりましたが， リベ

ラ兄弟が1967年 に出会った宣教師は， クスコに赴任した

最初の宣教師でした。そして りベ ラ兄弟 はクスコの初期

の改宗者のひとりとなりました。初めて宣教師と会って

以来， リベラ兄弟 はいつも伝道活動を愛 していました。

伝道について語 るときの彼 は，熱意にあふれています。

リベ ラ兄弟は次 のように言っています。「私 は末 日聖

徒です。ですから， どこへ行って も福音 について語るよ

うにしています。時間 を無駄にした くないのです。友達

にはこう言います。『もしあなたが自分の生活を改善し，

問題を解決 したい と思 うなら，私は答 えを知っています。
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末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 に来て ください。集会 に

出席 して ください。そうすれば，宣教師があなたに教 え，

バプテスマのために備 えて くれます。そして，あなたは

幸せになれるで しょう。』私 は福音 について語 るのがい

やになったことは1度 もありません。1日 中福音につい

て語 ることさえ，できるのではないかと思 うほ どです。」

彼 は伝道活動 についての話 をするだけでな く，実際 に

伝道しています。クスコで 自営している店には，広告が

張 り出されてお り，宣教師の訪問を希望する客 はそれに

名前を記入する仕組みになっています。また家族や友達

が教会に加わ り，証 を築けるようにも働き掛 けています。

「私はペテロのように人 をすなどる漁師(マ タイ4：19

参照)に なれて幸せです」 と彼は言います。

リベラ兄弟 のクスコでの生活は，南アメリカの新旧両

世界の独特な混合文化を反映 しています。彼 はフランシ

スコ ・ピサロ(16世 紀のスペイン人で，ペルーの征服者)

と共に新世界 にやって来たスペイン人 のリーダー，ニコ

ラス ・デ ・リベラ ・ビエホの直系の子孫です。他方， ク

スコはスペイン人が到来するはるか昔，インカ帝国の首

都があった場所です。

現在 リベ ラ兄弟 は，伝統の技法 を活用 して美しい宝石

類を作っています。その技術 と細部 にまでわたるこまや

かさが，国の内外の映画スターをはじめ世界中の顧客 を

魅了 しています。彼 はほかの場所で仕事をするよう招か

れたこともありましたが， クスコにとどまりました。ク

スコで 自分が必要 とされていると感 じたからで した。

バプテスマを受 けて間 もな く， リベラ兄弟 はクスコ支

部の支部長 に召されました。その召しを通 して彼は主の

み手に使われ，会員たちの生活に祝福をもたらしました。

その例のひとつを，彼 は次の ように回想 しています。

「バプテスマを受けたばか りのパブロ ・コンチャー兄弟

は技術者でしたが，失業中でした。彼は職 を探 しにリマ

に行 くことにしました。出発 の前 に私はコンチャー兄弟

にこう言いました。『あなたが リマに滞在 する期間 は15

日を超 えることはないでしょう。そしてここに戻 るころ

には，ひとつ どころか，ふたつの仕事を得ているでしょ

う。』15日 後 にコンチャー兄弟が家に帰 った ときには，

リマの大学の地質学の教授の職 と，政府機関に属する土

地鉱山事務所の所長 という肩書 きがあったのです。」

リベ ラ兄弟は，言 うべ き言葉を主が自分 に授けて くだ

さると信 じています。「主は教会員 に導 きを与 えて，み

こころを人々に語れるようにして くださいます。」

エ クター ・リベ ラ兄弟 は， こう語 ってい ます。「父の

信仰はいつ も霊的な力 に満ちた ものでした。た とえ天地

が引っ繰 り返って も，父は日曜日にはやはり教会に集 う

でしょう。私は，父が教会に入 って以来， 自分の召 しを

果たすために忙 し く働いている姿 を見 てきました。」 リ

ベラ兄弟 は大祭司で，現在ステーキ部 の家族歴史ディレ

クターとして働いています。

リベ ラ兄弟のもうひとつの特質は，聖典 を愛している

ことです。彼 はあふれる活力 とエネルギーの源は，知恵

の言葉 と，聖典の中にあるとして，次 のように語ってい

ます。「私は，毎 日聖典を読むようにしています。長年

教会員であって も，学ぶべ きことが まだた くさんあ りま

す。私 はイエス ・キリス トの福音 を身にまとうために学

び続 けます。毎日少 しずつで も向上 したいのです。」

エクター兄弟 は次 のように述べてい ます。「私 は父が

いつも聖典を読 んでいる姿 を目にして きました。朝，目

が覚めると，父はモルモン経や教会の機関誌，そのほか

の教会 の書物 を読んでいます。また私が床 に就 くときも，

父が 自分の部屋で同様 の書物 を読んでいるのを見かけま

す。その姿を見るたびに私 は驚嘆 します。父が聖典 を非

常に愛 しているのを見て，私自身 もモルモン経を読み始

めました。」

聖典 のおかげで， リベラ兄弟は外面的な行ないがそう

であるように，内面的にも若々 しい状態を保 っています。

彼の大好 きな聖句のひ とつがいつ もこう告 げています。

「忘れずに青年の時智恵を得よ。青年 の時か ら神 の命令

を守 ることを習慣 とせよ。」(ア ルマ37：35)

彼 はこう言います。「なん と美 しい言葉で はあ りませ

んか。この言葉は，私たちが義の道 をどのように進むべ

きかを示 しています。」

勤勉 さと強い意欲が りベ ラ兄弟 を支えているのですが，

彼はそれでもなお自分の受 けている祝福の真 の源 を悟っ

ています。彼 はこう言 っています。「多 くの人たちは，

私が大変高齢であることに感心 します。 しかし，私を生

か して くださっているのは神です。神がおられなければ，

私たちは無 に等 しいのです。」

リベラ兄弟 は福音 に従った生活 をどのように感 じてい

るのでしょうか。

「私 は，大変幸せです。 もし世界 中の金 をすべて手に

入れた として も， これ以上幸せにはなれないでしょう。

神 に仕え，人 に仕 えること，人生 はまった くそれに尽 き

ます。福音 は麗 しい ものです。」□
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■ 什分 の一の祝福
ア ジア地 域会 長 会会 長

マー リン ・R・ リバ ー ト・

クワンジユ

最
近，韓 国 の光 州 で 開 かれ た地 区

大会 の席 上 ， ゴ ー ドン ・B・ ヒ

ン クレー副 管長 は大勢 の会 員 と求 道者

を前 に して，福 音 に従 った生活 を送 る

の は きわ めて簡 単 な こ とで あ る と語 ら

れ ま した。 ヒ ンク レー副管 長 は基 本 的

に必要 な事 柄 を以 下 の よ うに要約 され

ま した。 それ は，

1.朝 ，晩 にひ ざ まず い て祈 り，

2.什 分 の一 を納 め，

3.日 々何 か親 切 な行 な い を して ，弱

って い る人 々 を力 付 け，

4.毎 日聖 典 を読 み，

5.自 分が 召 され た責 任 を果 たす こ と

です。

什 分 の一 の説 明 の 中で， ヒ ンク レー

副 管長 はマ ラキ3章 の中 に述 べ られ た，

この原則 のす ば ら しい約束 につい て言

及 し， この よ うなす ば ら しい約 束 は，

近代 の聖典 に もう一 度 述べ られて い る

だけで ほか には見 られ な い こ とに，私

たち の注意 を喚 起 され ま した。 ヒ ンク

レー副 管長 が なぜ什 分 の一 を納 める と

い う義務 を これ ほ ど強 調 され たの か考

えて み ま しょ う。

イ ス ラエ ル の古代 の予言 者 マ ラキ は，

神 の律法 を捨 て去 っ た国民 の信 仰 や道

徳 心 を復 興 す る仕事 に取 り組 み ま した。
どんよく

根本 の原因 は 「貧欲 」 で， 宗教 は見 せ

か け だ けの もの とな って い ま した。 予

言者 は神 に対 す る罪 悪 ， わ けて も盗 み
きゆうだん

につ いて，民 を糾 弾 し ま した。民全 体

が神 に立 ち返 る道 を示 し， それ に続 く
の

す ば ら しい祝 福 につい て宣 べ伝 え まし

た。 主 の予 言者 が語 った言葉 は次 の よ

うな もので した。

「人 は神 の物 を盗 む こ とをす る だ ろ

うか。 しか しあな たが た は，わ た しの

物 を盗 ん で い る。 あ な た が た は ま た

『どう して われ わ れ は
， あ な た の物 を

盗 んで い るのか 』 と言 う。十 分 の一 と，

ささ げ物 を もって で ある。 あ なた が た

は， の ろい を もって， の ろわれ る。 あ

な たが たす べて の国 民 は， わ た しの物

を盗 ん でい るか らであ る。 わ た しの宮

に食物 の あ るよ うに，十 分 の一全 部 を
くら

わ た しの倉 に携 え て きな さい。 これ を

もって わた しを試 み， わた しが天 の窓

を開 い て， あふ るる恵 み を， あな たが

た に注 ぐか否 か を見 な さい と，万 軍 の

主 は言 われ る。」(マ ラキ3：8-10)

マ ラ キの非 難 に見 られ る厳 しい 口調

も， 正直 に什 分 の一 を納 め て主 を試 み

る者 に与 え られ た輝 か しい約 束 に よっ

て， い くらか和 らいで感 じ られ ます。

，天 の窓 は開 かれ，「あふ る る恵 み」が惜

しみな く注が れ るで し ょう。 その祝福

の特 質 につ いて は，少 な くともその一

部 が これ に続 く次 の節 に記 され てい ま

す。

「わ た し は食 い 滅 ぼ す者 を
， あ な た

が たの ため にお さ えて， あ なたが た の

地 の産 物 を， 滅 ぼ さな い よ うに しよ う。

ま た， あな たが た のぶ どうの木が ， そ

の熟 す る前 に， そ の実 を畑 に落 す こ と

の ない よ うに しよ う と，万 軍 の主 は言

われ る。」(マ ラキ3：11)

この聖句 は直接 的 に はぶ どう園 や果

樹 園 の収穫 につ いて言 った もの です が，

什 分 の一 を納 め る人 は， どの よ うな職

業 に就 いて い よ うと， 正直 であれ ば仕

事 が成 功 し， 滅亡 を免 れ る， とい う点

につ いて も暗 に述 べ てい ます。

中 に は， 昔 の イス ラエ ル人 が言 った

よ うに， 高ぶ る者 や 「悪 を行 う者」 た

ち も含 め て，什 分 の一 を納 め てい ない

人 で も，「栄 え る」で はな いか， と主 張

す る人 もい るで し ょう。彼 らは見 た と

こ ろう ま くや って い る し， そ の悪 い行

ない に よって神 の怒 りを引 き起 こ して

さえ，「罰 せ られ ない」で い ます。 とこ

ろが聖 書 を読 み進 んで い けば， それ で

終 わ りで は なレ∫こ とが わか ります。

「その と き
， 主 を恐 れ る者 は互 に語 ・

った。 主 は耳 を傾 け て これ を聞 かれ た。

そ して主 を恐 れ る者 ， お よび その名 を

心 に留 め てい る者 の ため に，主 の前 に
がき

一 つ の覚 え書 が し るされ た
。」(マ ラキ

3=16)

主 を愛 し，互 い に助 け合 っ て福 音 を

実践 す る忠 実 な会員 たち に， マ ラキ は，

主 が彼 らの話 に耳 を傾 けてお られ る点

に注意 を促 してい ます。 主 は忠 実 な聖

徒 た ちの名 を記 した 「覚 え書」 を保 管

してお られ ます。 忠実 な聖 徒 たち につ

い て主 は こう言 わ れ ま した。

「万 軍 の 主 は 言 わ れ る
，彼 らはわ た

しが手 を下 して事 を行 う日に， わ た し

の者 とな り， わた しの宝 とな る。 また

人 が 自分 に仕 え る子 をあわ れ む よ うに，

わ た しは彼 らを あわれ む。 そ の時 あな

た が た は，再 び義人 と悪 人 ，神 に仕 え

る者 と，仕 えない者 との 区別 を知 る よ

うに な る。」(マ ラキ3=17-18)

主 は この中 で，正 直 に什 分 の一 を納

め る会 員 たち を宝 に た とえて お られ ま

す。 実 に その ような人 々 は主 のみ前 で

重 ん じ られ ，悪 人 を待 ち構 える結 末 か

ら逃 れ るこ とが で きます。什 分 の一 を

納 め て い な い人 々 の 多 くが， 現 在 は

「栄 え」て 「罰 せ られ」て いな い ように

見 え ますが ，上 に記 されて い る ような

日を迎 え て初 めて， 彼 らが有 利 な立場

にあ るのか ど うか を私 た ちは判 断す べ

きなの です 。福 音 を実践 し， それ に よ
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って神 に仕 える人 々 は神 の息子 ，娘 と

して救 わ れ ます。 そ の よ うな人 は宝 と

も見 な され， この時 に至 って すべ て の

人 は 「神 に仕 え る者 と，仕 えない者 」

の最後 の境 遇 を見分 け られ るよ うに な

るで し ょう。

什分 の一 の原則 は古代 か ら定 め られ

て いた主 の律 法で す。 父祖 ア ブ ラハ ム

はサ レム(エ ルサ レム)の 王 ， メル キ ゼ

デ ク に什 分 の一 を納 め ま した。(創 世

14：18-20;ア ル マ13：15参 照)什 分

の一 の律 法 は この神権 時代 に再 び確 立

され， それ を守 る と きに得 られ る約束

は， 今 なお，差 し止 め られて も無効 に

なって もい ませ ん。什 分 の一 の律 法 は，

それ を守 るた めに聖徒 の資 産 か らどれ
ささ

ほ どを捧 げれ ば よい のか， 予 言者 ジ ョ

セ フ ・ス ミスが主 に伺 い を立 て た とき

に与 え られ た啓示 に よって， この神権

時代 に再 び 導入 され ました。1838年7

月8日 の こ とで した。
もつ な

「これ を以 て わが 民 が 為 す什 分 の一

の始 め となすべ し。 まず これ を為 して
ごと

後 ，か くの如 く什 分 の一 を納 めた る者
つ

は，以後 毎 年彼 らの得 る全利 益 の什分

の一 を納 むべ し。 これ を以 て， わが 聖

な る神権 のた め にす る彼 らの守 るべ き
じようほう

永 久 的 定 法 となす ，と主 は言 う。」(教

義 と聖 約119：3-4)

什分 の一 の定 義 を説 明す るに当 た っ

て，大 管長 会 は次 の よ うな手 紙 を書 き

送 ってい ます。

「私 たち の知 る限 り
，最 も理 解 しや

すい声 明 は，主 ご 自身 の声 明で あ る。

すなわ ち，教 会員 は 『毎 年彼 らの得 る全

利 益 の什分 の一 』 を納 め るべ きで あ る。

この全 利益 は， 収入 を意味 す る と解 さ

れ る。 これ以外 の声 明 を出す こ とは，

いか な る人 とい え ど も認 め られな い。」

(大管長 会 か ら の手 紙 ，1970年3月19

日付 。教義 と聖 約119章;「 教会 指 導総

合手 引 き 〔1989年版 〕」p.9-1参 照)

第6代 大 管長 ジ ョセ フ ・F・ ス ミス

は， 次 の よ うな言 葉 で，什 分 の一 の律

法 の背景 と目的 を説明 してい ます 。

「この世 につ け る民 の す べ て の福 利

を満 た す手段 を確保 す る 目的 で， 主 は

シオ ンにお け る一 層大 き く完全 な律 法

に代 え， この什分 の一 の律 法 を設 け ら

れ た。 主 は この業 を始 め られ た 当初，

什分 の一 の律 法 よ りもっ と完全 な律法

を制 定 され た。(主 は これ以 前 に資 産

に対 す る奉 献 の律 法 と管理 の職 を教 会

に授 けてお られ，会員 た ち 〔主 として指

導的 な立 場 にあ る長 老 たち〕は，永遠 に

変 わ らぬ誓 約 を もって それ を実践 して

い た。 教 義 と聖約119章 の前書 き参 照)

それ は もっ と大 きな もの，大 きな力 を

含 んでお り， 主 の 目的 を もっ と速 く達

成 す る もの で あっ た。 しか し人々 はそ

れ を実践 す る用意 が で きて いな か った。

そ こで主 は人 々 に対 す る愛 か ら， よ り

完全 な律 法 を見合 わ せ られ た。 そ して，

主が 心 に持 って お られ た 目的 を達 成 す

るため， 主 の倉 に資産 を置 くた め の什

分 の一 の律法 を与 え られた。 それ は貧

しい者 を集 め，福 音 を全 地 の民 に広 め

るた め…… で あ った。 この律 法 が な け

れ ば，以 上 の こ とは達成 で きなか った

で あ ろ う。 また神 殿 を建 て て維持 す る

こ とも， 貧 しい人 を養 い，着 物 を与 え

る こ ともで きない だ ろ う。 この よう に，

什分 の一 の律 法 は教 会 に とっ て必要 な

の で あ る。 主が これ を特 に強調 された

の は，次 の聖句 に見 られ る よ うに必 要

性 が非常 に大 きい か らで あ る。

『わ れ汝 らに告 ぐ
， も しわが 民 に し

お き て

て この律 法 を守 りて聖 く保 たず ， また

この律 法 に よ りて シオ ンの地 をわ れ に
りつれい さば き

聖 くして以 て わが律 令 と審判 とをそ こ

に保 ち， その地 を最 も聖 き もの とな さ

ず ん ば，見 よ， 誠 にわ れ汝 らに告 ぐ，

そ は汝 らに とりて シオ ンの地 に あ らざ

るべ し と。 こは， あ らゆ る シオ ンの ス
しか

テー キ部 に通 ず る範 例 な り。誠 に然 り，

アー メ ン。』(教 義 と聖 約119：6-7)

この原則 に よって， この教会 の会 員

の忠実 さが 測 られ る。 この原則 に よっ

て，神 の王 国 を支持 して い る人 と反対

して い る人 が わか る。 この原則 に よっ

て， だれ の心 が神 の み こ ころ を行 な う

こと と神 の戒 め を守 る こ とに向 け られ

てお り， それ に よ って神 の も とに シオ

ンの地 を捧 げ よう と して い るか， あ る

い は， だれが この原則 に反 対 し， シオ

ンの祝 福 を拒 ん でい るか がわ か るだ ろ

う。 この原則 によ って私 た ちが忠 実 で

あ るか そ うで な いか がわ か るので ， こ

の原則 は非 常 に大 切 で あ る。 この点 で，

この律 法 は神 に対 す る信仰 ， 罪 の悔 い
ゆる

改 め，罪 の赦 しを受 けるた めのバ プ テ
あんしゆれい

スマ ，聖 霊 の賜 を授 か るた めの按 手礼
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と 同 じ く ら い必 須 の も の で あ る。」

(「大 会報 告 」1900年4月 ，p.47。 ロイ ・

W・ ドク シー 編 「末 日の予 言者 と教 義

と聖 約」 第4巻 ，pp.185-86に 引用)

何 年 か前 の話 で すが ，私 が監 督 を務

め て いた ころに，祝 福 師 の祝 福 の推 薦

状 を求 め て私 の も とを訪 れた ワー ド部

の会 員 が い ま した。 中 年 の彼 は広 く名

を知 られ， 技 師 として成功 してお り，

立 派 な家 庭 の 父親 で もあ りま したが，

祝福 師 の手 か ら祝福 を受 け た経 験 が そ

れ まで なか った のです 。面 接 の少 し前

に，彼 は合 衆 国 のあ る大都 市 に住 む高

名 な眼科 医 か ら診察 を受 け， 当時 彼 の

か か った 目の病 気 は不 治 の病 で あ り，

い ずれ両 眼 と も失 明す るで あ ろ うと宣

告 され た ので した。 この善 良 な兄 弟 は

悩 み ま した。 自分 の仕 事 に は視 力 が ど

う して も必 要 な の に， 目が不 自由で こ

れ か ら先 どう して家族 を養 え るだ ろ う

か 。彼 は 自分 に どん な将来 が備 え られ

てい るか を知 りた くて，祝 福 師 の祝福

を求 め て来 たの です。 ところが彼 は面

接 の 中で ，什 分 の一 を納 め てい ない こ

とを告 白 しま した。 このた め彼 の望 み

を断 わ らな けれ ば な りませ んで した。

主 のみ 前 にふ さわ し くな るた めに什分

の一 を納 め る よ う，私 は彼 を励 まし ま

した。面接 の後， 彼 は時 を置 か ず して

私 の 前 に現 わ れ， か な りの額 の小 切手

を差 し出 して， その年 の分 の完全 な什

分 の一 で あ る と言 い ました。 ス テー キ

部 の祝 福 師 に持参 す る祝福 師 の祝 福 の

推 薦状 ばか りか，`神殿 推 薦状 に まで 記

入 で きた と きは，本 当 に喜 ん だ もので

す。

続 く何 カ 月か の重 要 な期 間 に彼 の病

状 の経過 を確 認 してい た と ころ， 視 力

は安 定 し， 回復 の方 向へ 向 か って い き

ました。 仕事 を辞 めず に済 み ま した。

翌年 末 の什分 の一 の面接 の折 ，彼 は次

の よ うな話 を聞 かせ て くれ ました。 視

力 は悪化 して病状 が 進行 す る とと もに，

事 業 の方 も深 刻 な経 営難 に陥 り，経 済

状 態 が苦 し くなっ てい きま した。 とこ

ろが 視力 が 回復 して くる と， 当時改 装

中 で あっ た ソル トレー ク神殿 の空調 施

設 や その ほか の機 械 設備 の工事 に入 札

す るチ ャンス に恵 まれ ま した。 う ま く

仕事 が得 られれ ば， これ まで手 掛 けて

きた もの の中 で も最 大規 模 の重 要 な仕



事 に な るの は明 らかで した。最 終入 札

を終 えて2，3週 間 たっ た ころ，商 談

に呼 び出 され ました。 そ の と き言 われ

た 言葉 を思 い 出せ る限 り正 確 に記 す と，

建築 部 の代 表者 は次 の よ うに言 った そ

うです 。

「兄 弟
，神 殿 の機 械 設 備 の工 事 を発

注 す るに 当た って ， あな た を請 負業 者

として 指定 で きる こ とを うれ し く思 い

ます。 た だひ とつ， 条件 が あ ります。

現在 有効 な神 殿 推薦 状 を見 せ てい た だ

か な けれ ばな りませ ん。」

この愛す る兄 弟 は，静 か な監 督室 の

中 で涙 なが らに，以 前 に什 分 の一 を納

め る よ うに励 ましを受 けた こ とに対 し

て， 心 か らの感 謝 の言葉 を私 に述 べ ま

した。彼 は，主 が 自分 の視 力 を守 って

くだ さっ ただ けで は な く， 事業 まで成

功 させ て くだ さ った ヒ とを認 め ま した 。

主 は こう言 わ れ ま した。 「… … わ れ

にかか わ るすべ て は霊 の ことな り。 わ
い つ かつ

れ は何 時 た りとも， い まだ嘗 て俗 世 の

事 にか かわ る律 法 を与 えた る ことな し。
い か

如何 な る人 に も，人 の子 らに も， ……
いましめ

与 え た るこ とな し。 … …わ が誠命 は霊
かか

に関わ る もの なれ ば な り。 わが 誠命 は

肉体 の もの に も俗 世 の ものに もあ らず ，

また肉欲 の もの に も情欲 の もの に もあ

らず。」(教 義 と聖約29=34-35)

しか し，次 の よ うな疑 問 を持 つ人 が

い るか もしれ ませ ん。 「現 金 や 地 上 の

現物 を もって納 め る什分 の一 の律 法 が ，

ど う し て霊 の律 法 と言 え る の で し ょ

う。」確 か に什 分 の一 は この世 の物 と

か かわ りを持 って い ます。 しか し， 什

分 の一 の律法 が 存在 す る目的 につ いて

考 え るな ら，上 記 の質 問 に対 す る答 え

を見 い だす こ とが で き るで し ょう。 今 ，

壮大 な伝 道 プ ログ ラム を通 じて， ほぼ

100力 国で4万6，000人 以 上 の宣 教師 た

ち が福音 を教 えて い ますが ， それ だ け

の強 大 な陣容 を維持 す るに は，相 応 の

経費 を必 要 と します。直 接 的 に も間 接

的 に も，伝道 活 動 の恩恵 を被 って い な

い人 はい ませ ん。 この活 動 自体 ， きわ

め て深遠 で重 要 な点 にお いて， 霊的 な

もので あ る と言 え ます。 実 に， この力
いまし

ある神 の み業 は， 「警 めの声 」が 「〔主

の〕 弟子 たち の 口」 を通 して あ らゆ る

人 々 の耳 に鳴 り響 き， すべ て の人 々 の

心 を刺 し貫 くまで， そ して み業 が完 了

す る まで ，前進 して い くで し ょう。(教

義 と聖約1章 参 照)そ れ は世 界 中 に シ

オ ンを確立 し，築 き上 げ るため に行 な

われ る のです 。 この 中 には神殿 や教 会

堂 の建 設 と運 営 も含 まれ ます 。 それ ら

の建物 は木材 ，石 材， その ほか の地 上

の材料 を用 いて建 て られ ます が， そ の

真 価 を定 め るの は どの よ うな 目的 の下

に使用 され るか とい う点 に あ ります。

栄 光 に満 ち た神 の最 高 の祝 福 を受 け ら

れ る場 所 は， 神殿 をお いて ほか に あ り

ませ ん。 聖 な るエ ンダ ウメ ン トや結 び

固め の祝福 を受 け， 自分 と先祖 の完成

のた め に必要 な， 亡 き先祖 の身代 わ り

の儀式 が 受 け られ る場 所 も， 神殿 だ け

です。 教会 堂 で私 た ち は礼 拝 し， 教 え

と訓戒 と警告 と叱 責 を指 導者 か ら受 け

ます。 その どれ もが人 々 を強 め， この

世 で喜 び を経験 し，来 世 で永 遠 の生命

を受 け る資格 を得 られ る よ う助 け るた

め に与 え られ た もの な のです 。 これ ら

はす べて本 質 におい て霊 にか か わ る こ

とで あ り，大 半が 忠 実 な会 員 た ちの納

めた什 分 の一 に よって可能 にな った こ

とな ので す。 シオ ンを確立 し築 き上 げ

る方法 は まだ まだい くらで も挙 げ られ

るで し ょうが ，前 述 の項 目は什 分 の一

基 金 の使 用例 に過 ぎ ませ ん。 すべ て は

啓 示 に よっ て定 め られ た とお り， 大管

長 会 と十 二使 徒定 員会 ， な らび に管理

監 督会 の指示 と監 督 の下 に処 理 され て

い ます。(教 義 と聖約120章 参 照)

什分 の一 を進 んで納 め る態 度 は，霊

性 の 高 さ を測 るため のひ とつ の標準 と

な ります 。 この律 法 に従 って 生活 す る

信 仰 を育 て る と， 自分 の霊 的 な福利 と

将 来 に対 す る投資 ， そ して神 の王 国 の

進 展 に よっ て，福 音 のす べ ての原則 に

一 層熱 心 に従 お う とい う決 意 が わ き上

が って き ます 。

予言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス に与 え られ

た啓示 の中 に，天 か ら教 え られ た様 々

な原則 に交 じ って， ひ とつ の興 味 ある

箇 所 が あ ります。 この啓示 が与 え られ

た1831年 ， ジ ョセ フは兄弟 たち と共 に

ミズ ー リ州 シオ ンに旅 立 つ準備 の最 中

で した。

「見 よ
，人 の子 の来 る まで今 よ り後

を 『今 日』 と称 え らる。誠 に 『今 日』

は犠牲 の 日， わが 民 の 『什 分 の一 』 を

捧 ぐる 日な り。 この 『什分 の一』 を納
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め た る者 は人 の子 の来 る時火 に焼 か る

るこ とな し。『今 日』を過 ぐれ ば火 に焼

か る る時 来 らん。 わ れ主 の言 い方 によ
みようにち

りて語 る，わ れ誠 に告 ぐ，明 日す べて

高 ぶ る者 と悪 を行 う者 はわ らの ご と く

に な らん。 われ は万群 の主 なれ ば，彼

らを火 にて焼 きつ くし， すべ てバ ビロ

ンに留 ま る者 一人 も助 くる ことなか ら

ん。」(教 義 と聖約64：23-24)

1913年 の教 会 の総 大会 で語 られた十

二 使 徒 の ラ ドガ ー ・クラ ウ ソン長 老 に

よる解説 以上 に この箇所 をよ く説 明 し

得 た もの.はな いで し ょ う。

「これ は どの よ うな意 味 だ ろ うか
。

什 分 の一 を納 めな けれ ば，主 が火 の玉

を天 か ら降 ろして， そ の人 を焼 き尽 く

して しま う とい う意 味 だ ろ うか。 いや ，

それ は主 の 方法 で はな い。主 は自然 の

原則 にの っ とって事 を行 な われ るお方

で あ る。 私 の理解 が 正 し けれ ば， これ

の意 味 す る とこ ろは，什 分 の一 を納 め

ず に主 の明 白 な戒 め を無視 す る人 か ら

は， 主 のみ た まが離 れ去 って しま う，

す なわ ち，義 務 を続 けて怠 るな らば，

神 権 の権 威 が その人 か ら失 われ て しま

う， とい うので あ る。徐 々 にで は ある
やみ

が確 実 に， そ の人 は闇 の中へ さ まよい

行 き， つい に は… …悪人 と共 に目 を上

げ て見 る こ とにな る。 そ こが その よ う

な人 々 が終局 的 に行 き着 く先 で あ る。

そ して， 滅 び と焼 き尽 くす火 とが来 る

と き， その人 は悪 人 と共 にいて， 滅 ぼ

され る ことに な る。 これ に対 して律法

に従 った人 々 は義 人 の 中 にいて守 られ

るで あ ろ う。天 に まします神 が， 義人

を保護 し守 っ て くだ さる と約 束 され た

か らで あ る。皆 さん に申 し上 げたい。

悪 人 が焼 か れ，滅 ぼ され る 日が来 る。

そ の と き私 た ち は どこにい る だ ろうか。

悪人 の 中で あ ろ うか ，義 人 の中 で あ ろ

う か。」(「大 会 報 告」1913年10月 ，p.

59。「末 日の予言 者 と教義 と聖約 」第3

巻 ，pp.350-51に 引用)

什 分 の一 を納 め る こ とは， 経済 的 な

問題 で は な く， む しろ信 仰 の問題 で す。

什 分 の一 を納 め る ときに，信 仰 が強 ま

り， 霊性 も高 ま ります。 神 の律 法 に従

順 な人 の心 の 中 には，天 来 の平安 が絶

えず 宿 って い ます。 什分 の一 の義 務 を

果 た し始 め るだ けで，天 の祝 福 がせ き

を切 った よ うに注が れ ます。 本 当 に主



を愛 し， 主 に信頼 を寄せ て い る人 な ら，

みずか ら進 んで しか も喜 ん で その よ う

にす るで し ょう。 主 が予 言者 マ ラ キ に

よっ て， 什分 の一 を納 め る人 に与 えて

くだ さっ た驚 くべ き約束 に も， 心 を留

め るべ きで す。律 法 は永 遠 で あ って，

約 束 され てい る祝福 も また同様 で す。

基 本 的な天 の律 法 のひ とつ は， 主が 与

えて くだ さ る祝福 は， そ の祝福 が基 づ

く律法 に従 う ことに よっ て授 け られ る，

とい うもので す。(教 義 と聖 約130=20

-21参 照)什 分 の一 を実 際 に納 めず に
，

そ こか ら得 られ る祝 福 を手 にす る こ と

はで きませ ん。 自分 が 預金 して いな い

銀行 口座 か ら利 子 を受 け取 る こ とはで

きない の と同 じです。 この点 につい て

真剣 に考慮 す るな ら， 什分 の一 を納 め

られな い， な ど とい うこ とはな い はず

で す。 ほか の神 のす べて の律 法 と同様

に， 什分 の一 の律 法 に対 す る証 は， そ

れ に従 う ときに もた らされ ます。

この話 の初 めに引 用 した よ うに， ゴ

ー ドン ・B・ ヒン クレ ー副 管長 は什分

の一 の納 入 を， そ の ほかの様 々 な原則

をわ きに置 い て も， 守 るべ き基 本原則

のひ とつ として挙 げ られ ま した。 ヒン

ク レー副管長 に代 わ って語 るこ とな ど

私 に は思 い も及 び ませ んが ，察 す るに，

ヒ ンク レー 副管 長 は次 の よ うな事柄 を

はっ き り と認識 され てい たの で はな い

か ， とい う思 いが私 の心 を離 れ ませ ん。

す な わち聖 徒 た ちが什 分 の一 を納 め る

な らば，彼 らの イエ ス ・キ リス トを信

じる信仰 は増 し， 霊性 は高 ま り，証 は

堅 固 に な り，彼 らが切 実 に必 要 として

い る祝 福 は豊 か に与 え られ， 神 の王 国

建 設 に対 す る責任 を人 々 と分 か ち合 お

う とい う気 持 ちが 生 じ， 主 に対 す る愛

は深 ま り，礼 拝 と聖徒 たち との交 流 に

対 す る望 み は強 ま り， 神 が注 ぎた も う

祝 福 へ の認 識 と理 解 力が 伸 び，生 活 が

向上 す るで あ ろ う とい うこ とで す。信

仰 や献身 の度 合 いが 深 まるにつ れ，人

はあ らゆ る点 で福 音 の原 則 に従 っ た生

活 を送 り，神 の聖徒 た ち との完 全 な交

流 を保 ち， 主 の宮居 で授 け られ る儀 式

をは じめ，神 が 忠実 な息 子 ，娘 た ち の

た め に用意 してお られ る最 大 の祝福 を

受 け るにふ さわ しい者 に な りたい， と

願 うよ うにな ります。

什 分 の一 の律 法 を守 るの はむず か し

くあ りませ ん。 実 に簡単 です。 す べ て

の もの を授 けて くだ さ ったお 方 に， 自

分 の収 入 の中 か ら10分 の1を お返 しす

れ ばい いだ けで す。神 は この地球 とそ

の中 に あ るすべ て の もの を創 造 され ま

した。 すべ ての貴 重 な金 属 が ど こに埋

蔵 され てい るか ，人類 の珍重 す る宝 石

類 が ど こで見 付 か るか， 石 油が ど こで

発 掘 で きるか， 地 の宝 が どこに隠 され

て い るか， すべ て を ご存 じです 。地 上

にお ける神 の王 国建 設 に必 要 な費 用 の

全額 を賄 うた め に， そ う した秘 密 の全

部 また は一部 を主 の予 言者 た ち に明か

す こ ともで きるの です 。 しか し， 主が

その よ うな方法 で ご自分 のみ業 の経済

基盤 を用意 され る こ とはあ りませ ん。

む しろ什分 の一 の律 法 を備 えて， 人 が

利 己心 と貧欲 を退 け， 信仰 を持 って 主

に心 を向 け る とき，彼 らの生 活 を祝福

で きる よ うに され るので す。 主 は私 た

ちの霊 性 を伸 ば し，一 層献 身 で きる よ

うに助 けた い と望 ん でお られ ます。 そ

れ は， 私 た ちが よ り高 い天 の律法 に従

って生 活 し，世 の事柄 か ら離 れ， バ ビ

ロ ンか ら逃 れ られ る よう にす るた めな

ので す。 そ れが什 分 の一 の律 法 な ので

す。 天父 の助 けが あっ て，私 たちが こ

の神 聖 な戒 め を正 直 に守 れ るよ うに願

っ てい ます。

過 ぎし日を振 り返 り，

明 日を見 詰 め る

ノー ラ ・リバー ト

ア
ジア地 域 の教会 の一 員 で あ る こ

とを本 当 に うれ し く思 っ てい ま

す。 この数 カ月 の間 に起 こった た くさ

んの出来 事 を通 して 天父 を身 近 に感 じ，

多 くの教 会指 導者 か ら良 い影 響 を受 け

て きま した。 さ らにそ の よ うな機 会 が

用 意 され てい ます。
クワンジユ

4月 に韓 国 の光 州 とソウル で，ヒン

クレー副管 長， そ して マ ッ クス ウェル

長 老 ご夫妻 を招 い て開 かれ た地 区大 会

は本 当 に霊 的 な集会 で した。彼 らの霊

感 に満 ちた説教 を聞 け る ことは大 きな

祝 福 です。 ヒ ンク レー長 老 を見 て い る
しもべ

だ けで， 主が そ の僕 を どれ ほ ど強 め，

鼓 舞 してお られ るか が わか りま した。

ア ジア地 域 で の短 い滞在 期 間中 ， ヒ ン
ホンコン

クレー長 老 は香港 と日本 にお け る用 務

を果 た され ました。

中央初 等協 会会 長 の マ イカ リー ン ・

P・ グ ラス リ姉 妹 は，4月 に ユ タ州 ソ

ル トレー ク シテ ィーで行 なわれ た初 等

協会 のオー プ ンハ ウ スで， す ば ら しい

話 をされ ま した。 二一 ファイ第3書17

章 の聖 句 を引 用 して， 子供 た ちへ の接

し方 や教 え方 に つい て救 い主 が どの よ

うな模 範 を示 され たか を， 教 えて くだ

さい ました。 この章 を深 く考 えなが ら

読 め ば， 主 にあ る子供 た ち と共 に活動

して い くうえで， 洞察 力 や霊感 を新 た

にで きるで し ょう。

6月 には中央 若 い女 性会 長 の アー デ

ス ・G・ カ ップ姉 妹 を 日本 と韓 国 にお

迎 え し，指 導 者会 が行 なわ れ ま した。

ア ジア 地域 の教 会 の青 少 年 は， 「若人

のた め に」(34285300)と い う大管 長 会

の メ ッセー ジが掲 載 され た新 しいパ ン

フ レ ッ トを受 け取 った こ とと思 い ます。

8月 に は香港 で地 域 ユ ース カ ン フ ァレ

ンスが 開か れ， この新 しい パ ン フレ ッ

トが テ ーマ に採 り上 げ られ た と聞 いて

い ます。 このパ ンフ レ ッ トに あ るメ ッ

セ ー ジは， 国情 や文 化 の違 い を越 えて ，
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ブルガ リアに新伝道部

創設 される

ル ガ リア に,ヨ ー ロ ッパ で37番

ブ 目,世 界 で は268番 目 の ソ フ ィ

ア伝 道部 を開設 す る こ とが,大 管 長会

よ り発 表 され た。

この新伝 道部 は,東 欧 で本 年度 設立

され る伝 道部 として は ドイ ツ･ベ ル リ

ン伝道 部 に続 いて2番 目で あ る。 この

ふた つ の伝 道部 は共 に7月1日 に活 動

が開始 され る。

新 しい伝 道部 の伝 道部 長 に召 され た

の は,ブ ルガ リアの プ レス ラブ出 身 の

キ リル･P･キ リア コ ワ兄 弟(68歳)で

あ る。 キ リア コワ伝 道 部長 は1966年 に

教会 に改宗 し,召 され た ときは,歯 科

医 を退 職 して合 衆 国バ ー ジニ ア州 フ ェ

アフ ァッ クスス テー キ部 マ ナサ ス第1

ワー ド部 に所 属 して い た。 これ まで ブ

ル ガ リア海 軍 で軍 務 に就 き,そ の後教

会 で はステ ーキ部 宣教 師,ワ ー ド部書

記,支 部 書記,ス テ ー キ部 書記,ワ ー

ド部 財政 担 当書記 の責 任 を果 た して き

た。

妻 のネベ ンカ･レ オ ニ ド･イ リエバ

姉妹 もブ ルガ リア の 出身 で,こ れ まで

様 々 な責 任 をワー ド部 や ステ ー キ部 で

果 た して きた。 また,神 殿職 員 や教 会

の翻 訳者 として も働 いて きた。 ふ た り

の子 供 が い る。

ブ ルガ リア･ソ フィア伝 道部 はオ ー

ス トリア･ウ ィー ン東 伝道 部 よ り分割

され設 立 され た。 新伝 道部 内 の人 口は

900万 人 で,そ の う ち教 会 員 は約50人

で あ る。(編 注 一 この 人 数 は伝 道 部

設 立 前 の1991年5月 現 在 の も の で あ

る)オ ー ス ト リア･ウ ィー ン東伝 道 部

の伝 道部 長 を務 め,4月6日 に七 十人

第 二 定員 会会 員 に支持 され た デニ ス･

B･ノ イ エ ン シ ュバ ンダー長 老 は次 の

よ う に述 べ て い る。｢ブ ル ガ リ ア の

人 々 は宗 教 に とて も好意 的 で あ り,宣

教 師 は大 きな影響 を及 ぼ して い ます 。｣

1990年9月10日,ブ ルガ リアの地 に

最 初 に到 着 した宣教 師 は2組 の夫婦 宣

教 師 とふ た りの姉 妹 宣教 師 で あ る。 彼

らは英語 教育 を通 じて伝 道 の業 に携わ

って きた。

1991年5月 の時 点で ブルガ リアで伝

道 の業 に携 わ って い る のは10人 の長老

と4人 の姉 妹宣 教 師,そ して2組 の夫

婦 宣教 師 で ある。 最初 のふ た りの長老

が 到着 した のは1990年11月13日 の こ と

で あ った。

ほ とん どの宣 教 師 はユ ー ゴス ラ ビア

か ら転 任 して きてい るが,彼 らは ブル

ガ リア語 に近 い セル ポ･ク ロア テ ィア

語 を話 せ るため,言 葉 に大 きな支 障 は

ない。

ノイエ ンシ ュバ ンダ ー長老 は次 の よ 召

うに述 べ て い る。

｢ブ ル ガ リア人 は進 歩 的 で 繊細 な 心

を持 つ人 々 です 。しか し,過 去4,50年

の問,宗 教 を広 め る こ とは許 されて お

らず,ブ ル ガ リアで は無 神論 だ けが 公

に認 め られ た考 え方 で した。人 々 に は

選 択 の余 地 が あ りませ んで した。 しか

し,無 神 論 によ って も人 の心 の奥底 に

あ る光,確 か に存在 す る何 か を信 じ,

霊的 な もの を求 める欲 求が 失 なわ れ る

こ とはあ りませ ん で した。 と言 う よ り,

それ はで きな い こ とだっ たの です。

今,人 々 の生 活 に大 きな変化 が現 わ

れ て い ます 。大 抵 の人 は聖 書 もほか の

宗教 書 も持 ってい ませ ん。 この こ とが

か え って宗 教へ の関 心 を非 常 に高 め て

い ます 。 もち ろ ん霊 的 な事 柄 に対 して

さ らに敏感 な人 々 は,こ の新 しい 自由

に よって,こ れ まで心 に閉 ざ した ま ま

にな って い た り,あ るい は人 に知 られ

ない よ うに ひそ か に守 って きた りした

信仰 を表 に 出せ る よ うにな りま した。

政府 関係者 もブ ルガ リア人 の求 めて い

る正直,道 徳 誠 実 を重 ん じ る この教

会 の よ うな組 織 を歓 迎 して い ます。｣

(｢チャーチニ ューズ｣1991年5月18日 付)

｣
冨
■
■
匿
7
屠
濁
壕

ロシア共和 国の首相,

タバ ナ クル合 唱団 の コンサー トに
5招 待 され る

カリフォルニア州ロサンゼルス

シア 共和 国 の イ ワ ン･S。 シ ラ

ロ ェ ブ首相 は,6月24日 にモ ス ク

ワ･ボ リシ ョイ劇場 で 催 され た タバ ナ

クル合 唱 団 の コンサ ー トに非 公式 の招

待 を受 けた。

十二 使 徒評 議員 会会 員 の ラ ッセル･

M･ネ ル ソン長老 は,州 知 事 を表 敬訪

問す るため カ リフ ォルニ ア州 に滞 在 中

の シ ラエ ブ首 相 お よび ほか の ロ シア高

官 と,4月25日,ロ サ ンゼ ル スで対 面

してい た。

｢予定 され て い た タバ ナ クル 合 唱 団

の ロ シアへ の コ ンサ ー トツア ー につい

て首 相 を は じめ とす る方々 と話 し まし

聖徒の道/1991年8月 号
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伴 うなれ なれ しい行 為,ネ ッキ ングや

ペ ッテ ィ ングに はがか わ らないで くだ

さい。

カ リフォルニ ア州 ホ ー ソ ン

ジャ ン･デ ィ クソ ン

口多 くのテ ーマ

末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教 会版 欽

定 訳 聖 書 の 項 目 別 索 引 で｢道 徳

(morallty)｣の 項 を調 べ る と,次 の よ

うに書 いて あ ります 。｢以 下 の項 参照 。

慈愛,純 潔,清 さ,勇 気,恵 み,正 直,

誠 実,公 平,命 の神 聖 さ,慎 み,分 別,

正義,自 制,堅 固 な態度 。｣

この よ うに,た くさん の話 す べ きテ

ーマが あ ります
。 まず ひ とっ を選 んで,

話 し合 って くだ さい。若 人 に教 える と

きに視 覚教 材 が役立 つ こ ともあ ります 。

視 覚教 材 を使 う と,若 人 の注意 力 が持

続す るか らで す。

チ ェ コス ロバ キ ア･プ ラハ 伝道 部

ク リス･キ ャノ ン長 老

■肯 定的 な面 を強 調 す る 一

福 音 の ほか の テー マ と同様 に,性 に

関 して も,子 供 た ちが まだ幼 い うち か

ら,十 分 な時 間 をか けて教 え る こ とが

肝 要で す。教 会 に は子供 に道 徳 を教 え

る うえで役立 つ 資料 が た くさ んあ りま

す 。私 た ちは｢良 い親 に なる ため に｣

(PBICO507JA,3125300)を 選 び ま し

た。 この本 か ら私 た ちは次 の2点 を学

び ました。第1に,性 的 な関係 に っい

て はほか の関係 とは異 な って い る,と

い う ことを子供 た ち に教 え る。 第2に,

単 に言 葉 の上 で道徳 を教 え る よ りも,

模 範 を示 す方 がず っ と大 切 で あ る,と

い う こ とです 。 この本 は どの年 代 の子

供 に も当て は まる よ うに書 か れて い ま

す。

純 潔 の律 法 につい て否定 的 な面 を強

調 す るよ り,肯 定 的 な面 を強調 して く

だ さい。 若人 に とって大切 なの は,道

徳 的 に清 い生 活 を送 る な らす ば らしい

夫婦 関係 が築 け る,と い う点 を理 解 す

る こ とです。 純潔 の律法 に従 って生活

す るな ら,夫 婦 は互 い に完全 に相 手 を

信頼 で きます。 この よ うな関係 こそ,

永 遠 に続 くものな ので す。

イ ンデ ィアナ州 ブ ルー ミン トン

マイ ク･ド レイス,ア ン･ド レイ ス

■家族の一致

道徳教育は子供の誕生と共に始 まり

ます。家族の一致を促すことは大切で,

それには家族が道徳的な標準を守る必
はらから

要が あ ります。伴 侶,子 供,同 胞 に対
かぎ

す る愛が その鍵 とな るで し ょう。家 庭

はかな め とな る重要 な場 所 だ か ら こそ,

教 会 で は家族 の大切 さ を訴 え,家 族 が

道徳 的 な標 準 を きち ん と理 解 で き るよ

うに し,そ の標 準 が神 か ら与 え られ た

もので あ る こ とを理 解 させ る必 要 が あ

るので す。 私 た ちの 目的 は,世 の者 で

はな く神 の よ うにな る こ とで す。 その

ため に聖典 を用 いて教 え,青 少年 に も

聖典 を読 む よ うに啓発 す る必 要が あ り

ます。 家庭 の夕べ を開 き,共 に教 会 ¢)

出版物 を読 んで話 し合 い,祈 り,一 緒

に娯楽 の時間 を持 て るよ うに努 め な け

れ ばな りませ ん。､.

オ レゴ ン州 ミル トン フ リー ウ ォー ター

ロ ジ ャー･ジ ョー ゲ ンセ ン

■模範 に よって教 え る

模 範 に よって教 えて くだ さい。 強制

す る よ りは導 く方 が易 しいの です 。 自

分 は知 恵 の言葉 を破 った り,標 準 の低

い映 画 や雑誌 を見 た りしてお きなが ら,

青 少年 に標 準 を受 け入 れ る よ う期 待 は

で きませ ん。

言行 に矛 盾 を な くして くだ さい。反

対 す る こ と も必 要 です が,怒 りに任せ

て反対 して はな りませ ん。 必 要 な指導

は公平 か つ敏速 に行 な って くだ さい。

適切 な機 会 を とらえ て,性 的 な関係

やそ の ほか の事 柄 につ いて,率 直 に話

し合 っ て くだ さい。性 的 な関係 が,結

婚 生活 にお いて も悪 い もの であ る とか,

罪 悪 で あ る とい う印 象 は残 さな いで く

だ さい。 これ は神 様 か らの す ば らしい

贈 り物 なの です。 とはい え,万 一 結婚

とい う枠 の外 で使 うな らば,深 い悲 し

み を もた らす こ とにな る のです 。

メ リー ラ ン ド州 ベ セズ ダ

ス ター リング･コ ル トン,エ リナ･コ

ル トン

■言 行 一致

良 い模 範 を示 し,言 行 を一致 させ,

その上 で 自分 に も他 人 に も正直 で あ る

よ う,青 少 年 に教 え て くだ さい。正 し

い こ とを行 な う勇気 をい つ も持 っ よ う

聖徒の道/1991年8月 号
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に教 え,聞 き上手 にな り,愛 を示 して

くだ さい。彼 らの可 能性 につ いて何 度

も教 え,幸 せ にな って ほ しい と望 んで

い る こ とを子 供 た ち に伝 えて くだ さ い。

青 少年 に従 うべ き規則 や指 針 を与 え,

彼 らか らみ ずか ら適 切 な選択 をす る特

権 とその報 い とを奪 わ な いで くだ さい。

子 供が 幼 い うち に,慎 み深 い服装 を

す る よ う教 えて くだ さい。 家族 の祈 り

の 中で子 供 た ちの た め に祈 って くだ さ

い。 神殿 結婚 と伝道 につ いて一 人 一人

の子 供 を準備 させ て くだ さい 。

ア リゾナ州 ラー ビー ン

シ ンデ ィ･マ ル ドネ イ ド 。

■教 材 を使 う

私 の夫 は,監 督 と して,悔 い改 めに

は大 きな教 育効 果 が あ る こ とを理 解 す

る よ うにな りま した。深 刻 な罪 で あ る

必 要 は あ りませ ん。 若 い人 々が生 活 の

間 違 い に気付 き,罪 を悔 いて い る とき

に は,教 えを受 け入 れ やす い状 態 に あ

ります。悔 い る精 神 の おか げ で道徳 的

な規 範 を身 に付 けやす い状 態 にな って

い るの です。 若人 は,こ の世 的 には魅

惑 的 に見 え る もの も,実 は不快 なだ け

で あ る ことに気付 くの です 。

教 会 で入手 で きる視聴 覚教 材 に は高

い利 用価 値 が あ ります 。 どん な年齢 層

の人 々 に も訴 え る力 を持 って い ます。

きわ めて楽 し く手近 な方法 で,福 音 の

真理 が学 べ ます。教 会 の ビ デオ を見 な

が ら,小 さ な子 供 に正 直 にっ い て教 え

て くだ さい。十 代 の若 人 に は,サ タ ン

が 実在 す る こ とを教 えて くだ さい。

特 に安 息 日に は,精 神 を高 揚 させ る

音 楽 を家庭 で楽 しん で くだ さい。

ア リゾナ州 メサ

ク リステ ィン･ウ ォー カー

まとめ

1.模 範 に な る。 家庭 で福音 の標 準 に

添 って生 活 す る。

2.小 さい ころか ら良 い価値 規準 を教

え る。

3.コ.ミ ュニ ケー シ ョ ンを図 る。道 徳

に つい て家族 で話 し合 う。

4.青 少 年 に愛 を示 す。 彼 らを信 頼 し

て い る こ とを態 度 で表 わ す。

(｢チ ャー チニ ューズ｣1991年2月9

日付)
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業 に携 われ るこ とを感 謝 してい ます 。

そ して,い つの 日か もう一度 ふ た りで

伝道 に出た い と,折 にふれ て は妻 と話

し合 っ て い る ので す 。(ふ じた け･ゆ

きお)

み こころで した ら

従 い ます

山口地万部宇部支部

藤竹順子

73年 にバ プ テ ス マ を 受 け て 以 来,

19 14年間ずっと伝道に出るという

決心を持ち続けた主人の言葉に従い,
ささ

1年 半 の時 間 を主 に捧 げ るべ く,伝 道

に出 ました。

あ る任地 で 出会 っ た家族 は,教 会 員

の奥 さん と5人 の幼 い子供 たちが,ご

主人 の改宗 を願 って何 年 も祈 り続 けて

い ま した。 ご主人 はお酒 が大好 きで,

酔 う と子供 たち や奥 さん に暴 力 を振 る

ってい ま した。家族 は そん な父親 にお

び え,い つ も顔 色 を うか が って い ま し

た。 彼 は以前 に奥 さん の勧 めで2度 宣

教師 か ら福音 を学 ん だ こ とがあ りま し

た。 で も知恵 の言 葉 を紹 介 され る とお

酒 をや め る こ とができ ず,中 断 して し

ま うの です。

そ の彼 と親 し く信頼 関 係 を築 くまで

に,思 い付 くす べて の方 法 を用 い,蒔

間 を費 や し ました。 知 り合 って2カ 月

たっ た ころや っ と福 音 を伝 え る こ とが

で きる まで に な り,天 父 の存 在 や イエ

ス･キ リス トの使命,ジ ョセ フ･ス ミ

スの見神 と順 調 に進 ん で い きま した。

けれ どもや は り知恵 の言 葉 を紹 介す る

段 にな る とゴ人 が変 わ っ た よ うに捨 て

鉢 にな り,｢こ れ以 上 聞 い て も仕 方 が

ない。 こんな 自分 の祈 りを天父 は聞 か
ゆる

れ るはずが な い し,罪 が赦 され るわ け

がな い。 お酒 は絶対 や め られ な い。 無

駄 な こ とは これで終 わ りに し まし ょ う。

帰 って くだ さい｣と 吐 き捨 て る よ うに

言 うので す。 そ の と きの彼 の顔 は別 人

の よ うで した。｢二 度 と来 るな,帰 れ｣

と追 い立 て られ る よ うに席 を立 ち ま し

た。 驚 いて返 す言 葉 もな く沈黙 して い

る私 た ち に,そ の場 の雰 囲気 を察 した

子供 た ちが それ で も父親 の改 宗 をあ き

らめ きれず,｢お 父 さん は教 会 員 に な

る よね 。 きっ とバ プ テス マ を受 け るよ

ね｣と,目 にい っ ぱい涙 を ため て哀願

す るので す。 私 たち に はお父 さん を改

宗 す る力 は ないか も しれ な い と も書 え

ず,｢続 けて祈 ろ うね｣と,涙 を見 せ な

い よ うに精 一杯 笑 って別 れ を告 げ ま し

た。

哀願 す る子 供 た ちの顔 を思 い 出す と

胸 が張 り裂 け そ うで した。 アパ ー トま

での道 を 自転 車 を こ ぐ元 気 もな く,重

い足 ど りで とぼ とぼ歩 き ま した。｢私

た ちが彼 らにで きる こ とは もう何 もな

い のだ ろ うか。主 は私 たち に何 をお望

み だ ろ うか。｣考 え て み て も頭 の 中 は

空 っぽで,何 も思 い付 きませ んで した。

主 のみ ここ ろが わか らない こ とほ どつ

らい もの はあ りませ ん。 ふ た り､で泣 き

なが ら宣 教 師 は皆 同 じ思 い をす るん だ

ろ うか と話 してい る と,か っ て私 た ち

を改 宗 に導 い て くれた宣 教 師 の顔 が浮

か んで きま した。､

どの くらい歩 い たで し ょうか。夫 が

突然,｢あ る。彼 らに して あ げ られ る こ

とがた っ たひ とっ残 され てい る｣と 言

うので す。｢そ れ は何｣と 聞 き返 す と,

らぼ くの 命 が あ る。10年 前 交 通 事 故 で

死 んで 当然 の とご ろを主 よ り生か され,

あれか ら10年 。 た くさん の恵 み の中 で

生活 し,こ う して 少 しな り とも主 の み

業 に使 って も らった。 思 い残 す ことは

もう何 もない よ,あ なた は寂 しい思 い

をす るだ ろ うが,10年 も余 分 に一 緒 に

生 活 した ん だか らあ きらめが つ くよね。

頼 むか ら,主 に ぼ くを捧 げ る祈 りを し

て くれ,引 き換 え に彼 の改 宗 が で き る

な ら｣と 真 剣 に言 うので す。 主 は正 し

い願 い を何 で も聞 か れ るお方 で あ る こ

とを私 は知 っ てい ま し たか ら,｢お 願

い だか ら,私 に その祈 りを させ ない で。

ひ と りに しな いで｣と 何度 も何 度 も泣

きなが ら言 い ました。 夫 も泣 い てい ま

したが,結 局 そ うす るだ ろう とわか っ

て い ま した。 アパ ー トへ着 くな り夫 は

ひ ざ まず き祈 りま した。｢こ の 身 で よ

ろ しか っ た ら,ど うぞ今 す ぐにで も,

お取 り くだ さい。 彼 らの祝 福 と引 き換

え に す る に はあ ま りに小 さな 命 で す

が。｣そ の祈 りを聞 い て私 もひ ざ まず

き,｢そ れが み ここ ろで し た ら従 い ま

す｣と す べて を主 に捧 げ るっ もりで 祈

りま した。 後 か ら後 か ら涙 が出 て眠 沈

ませ んで した。頭 か ら布 団 をか ぶ り,

声 を殺 して泣 きま した。

それか ら2日 後,転 任 発表 の夜 が 来

ました。伝 道 部長 か らは転任 は3カ 月

ご とにあ る と思 っ て くだ さい と最初 に

告 げ られ て い ま したが,当 時 ち ょ うど

そ の地 で3カ 月 が た と う としてい た の

です 。 これ か らど こへ転 任 にな るの だ

ろ うか。 彼 の改 宗 を見 る ことはで きな

くて も,主 の み こ こ･ろは後 の宣 教 師が

果 た して くれ る。 こう信 じて本 部 か ら

の電 話 を待 っ てい ました。 ベ ルが 鳴 り

ま した。 受話 器 を取 る と,そ れ は2日

前 に二 度 と来 る な と言 っ た 彼 で す。

｢転 任 はあ ります か。4｢い い え ま だ連

絡 は あ りませ ん。｣｢本 部 か らの電話 は

あ る はずが あ りませ ん。神 様 が生 きて

お られ るな らば,今 のぼ くの気持 ち が

わ か る はずで す。藤 竹 長老 たちが転 任

した らだ れが ぼ くにバ プテス マ をす る

の です か。 も し今転 任 が あ るな らば神

が生 きて い る とい うの は うそです 。 こ

れ か ら先二 度 と神 を信 じ る ことは ない

で し ょ う。｣彼 は こ う言 って 電 話 を切

伝道中の藤竹幸雄

兄弟とll頁子姉妹,

共に働く宣教師や

バプテスマ;を受け

るご家族と

聖徒 の道/1991年8月 号
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